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業
の
大
規
模
改
修
、
乳
牛
の
ふ
ん
尿
処

理
対
策
と
し
て
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

建
設
、
買
い
物
弱
者
対
策
と
し
て
地
域

商
業
施
設
の
整
備
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
商
工
会
事
議
員
務
所
の
複
合
施

設
の
建
設
な
ど
、
国
の
地
方
創
生
事
業

を
は
じ
め
各
種
補
助
事
業
を
活
用
し
な

が
ら
、
農
林
業
や
商
工
業
の
振
興
、
医

療
や
福
祉
・
介
護
、
子
育
て
支
援
・
教

育
環
境
の
充
実
、
移
住
・
定
住
の
促
進

や
観
光
振
興
、
交
流
人
口
の
拡
大
等
、

様
々
な
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
進
め

て
参
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
令
和
二
年
一
月
に

発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
、
長
引
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
中
東
に

お
け
る
戦
争
は
深
刻
な
国
際
情
勢
を
招

き
、
経
済
の
低
迷
と
物
価
高
騰
に
よ
る

国
民
生
活
や
経
済
活
動
に
甚
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
国
は
国
民
の
安
心
・

安
全
と
持
続
的
な
成
長
に
向
け
た
総
合

経
済
対
策
を
最
優
先
に
取
り
組
み
、
令

和
七
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
物
価
高
騰

対
策
を
決
定
し
、
地
方
公
共
団
体
が
実

施
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
等
の
物

価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活
者
や
事

業
者
へ
の
支
援
策
に
対
し
て
、
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
交
付
す
る

こ
と
と
さ
れ
、
本
村
も
国
が
推
奨
す
る

メ
ニ
ュ
ー
を
踏
ま
え
、
一
人
二
万
円
の

地
域
振
興
券
の
交
付
や
福
祉
施
設
へ
の

食
料
費
補
助
、
燃
料
費
高
騰
の
影
響
を

受
け
る
事
業
者
等
へ
の
補
助
な
ど
、
き

め
細
か
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。
令
和
八
年
度
は
第
二
次
高
市
内

閣
政
権
に
お
い
て
、
現
在
の
暮
ら
し
や

未
来
へ
の
不
安
を
希
望
に
変
え
、
強
い

経
済
を
作
る
こ
と
を
柱
と
し
て
、
地
方

の
暮
ら
し
と
安
全
を
守
る
た
め
、
地
域

ご
と
の
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形
成
、
地

方
の
Ｄ
Ｘ
化
の
推
進
、
地
場
産
業
の
強

化
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
が

進
め
る
政
策
を
踏
ま
え
た
上
で
、
第
五

期
西
興
部
村
総
合
計
画
を
は
じ
め
、
第

三
期
西
興
部
村
総
合
戦
略
な
ど
各
種
計

画
に
基
づ
き
、
こ
れ
か
ら
も
誰
も
が
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
村
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

昨
年
は
、
開
村
一
○
○
周
年
と
い
う

節
目
の
年
を
迎
え
、
今
日
の
美
し
い
村

を
築
い
た
先
人
や
諸
先
輩
方
に
感
謝

し
、
記
念
式
典
の
開
催
を
は
じ
め
、

様
々
な
行
事
を
通
し
て
喜
び
を
噛
み
し

【
は
じ
め
に
】

令
和
八
年
第
一
回
村
議
会
定
例
会
の

開
催
に
あ
た
り
、
村
政
執
行
に
対
す
る

所
信
表
明
と
令
和
八
年
度
予
算
編
成
の

概
要
を
申
し
上
げ
、
村
議
会
並
び
に
村

民
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

我
が
国
の
人
口
は
、
初
め
て
国
勢
調

査
が
実
施
さ
れ
た
大
正
九
年
の
五
、
六

○
○
万
人
か
ら
、
令
和
二
年
に
は
一
億

二
、
六
○
○
万
人
と
な
り
、
こ
の
一
○

○
年
間
で
二
倍
以
上
に
増
加
し
た
も
の

の
、
平
成
二
○
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
の

一
途
を
た
ど
り
、
近
年
は
加
速
度
的
に

人
口
減
少
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
少
子

高
齢
化
と
人
口
減
少
は
、
社
会
・
経

済
・
地
域
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い

て
、
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

特
に
地
方
に
お
い
て
は
都
市
部
に
比
べ

て
深
刻
さ
が
増
し
て
い
る
状
況
で
す
。

こ
の
人
口
減
少
は
、
本
村
に
お
き
ま

し
て
も
例
外
で
は
な
く
、
令
和
七
年
中

に
お
け
る
人
口
動
態
は
、
自
然
動
態
で

一
八
人
、
社
会
動
態
で
二
人
、
合
計
二

○
人
の
減
少
と
な
り
、
直
近
三
カ
年
で

見
て
も
九
四
人
も
の
減
少
は
大
変
憂
慮

す
べ
き
問
題
で
あ
り
、
村
内
の
各
事
業

所
で
は
働
き
手
不
足
に
よ
り
組
織
運
営

が
非
常
に
厳
し
く
、
雇
用
の
確
保
や
人

材
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
村
政

を
取
り
巻
く
環
境
は
よ
り
一
層
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
村
民
皆
様
の
温
か
い
ご
支

持
・
ご
支
援
を
賜
り
、
令
和
五
年
一
月

に
三
期
目
の
村
政
運
営
を
担
わ
せ
て
頂

く
こ
と
三
年
が
経
過
し
、
早
い
も
の
で

令
和
八
年
度
が
今
任
期
の
最
終
年
と
な

り
ま
す
。
平
成
二
七
年
二
月
に
村
長
に

就
任
し
て
以
来
、
住
む
こ
と
に
誇
り
と

喜
び
が
実
感
で
き
る
、「
村
民
の
夢
叶

う
村
づ
く
り
」
を
政
策
の
柱
と
し
て
掲

げ
、
議
員
各
位
や
村
民
皆
様
に
支
え
ら

れ
、
山
積
す
る
課
題
に
対
し
て
一
歩
ず

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
解
決
に
向

け
た
村
政
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
道
路
や
河
川
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
住
宅
等
の
生
活
環
境
整
備
を
は

じ
め
、
子
育
て
世
帯
や
障
が
い
者
の
拠

点
施
設
の
整
備
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
楽
器
工

執行方針を述べる菊池村長執行方針を述べる菊池村長

議　員議　員

��
基
本
理
念

基
本
理
念  『
村
民
の「
夢
叶
う
」む
ら
づ
く
り
』

『
村
民
の「
夢
叶
う
」む
ら
づ
く
り
』

・
活
力
あ
る
村
づ
く
り

・
活
力
あ
る
村
づ
く
り

・
美
し
い
村
づ
く
り

・
美
し
い
村
づ
く
り

・
支
え
あ
う
村
づ
く
り

・
支
え
あ
う
村
づ
く
り

・
人
を
育
て
る
村
づ
く
り

・
人
を
育
て
る
村
づ
く
り

重点
目標

令
和
８
年
度　

村
政
執
行
方
針
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め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
美
し
い
西

興
部
村
を
未
来
の
子
ど
も
達
に
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
、
持
続
的
な
村
づ
く

り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
様
々
な
課
題
が
山
積

し
て
お
り
ま
す
が
、
住
民
の
安
心
で
安

全
な
暮
ら
し
と
、
西
興
部
村
が
こ
れ
か

ら
も
光
り
輝
き
続
け
な
が
ら
持
続
的
発

展
を
し
て
い
く
た
め
に
も
、
行
政
と
住

民
が
協
働
し
な
が
ら
村
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
事
が
重
要
で
あ
り
、
議
員
の
皆

様
方
と
充
分
に
協
議
を
重
ね
な
が
ら
村

政
執
行
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
よ

り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
切
に
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【
予
算
概
要
】

令
和
八
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
は

二
七
億
七
、
○
○
○
万
円
で
、
前
年
度

比
四
・
四
％
減
と
な
り
、
公
債
費
を
除

く
歳
出
は
二
三
億
二
、
五
三
四
万
円

で
、
前
年
度
比
三
・
三
％
減
と
な
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
経
常
的
経
費
は
、
公
債
費

な
ど
の
減
に
よ
り
、
前
年
度
比
○
・
五

％
減
の
一
四
億
九
、
三
八
三
万
円
と
な

り
、
政
策
的
経
費
で
は
、
社
会
教
育
事

業
や
高
齢
者
福
祉
事
業
、
中
興
橋
撤

去
、
札
滑
排
水
路
更
新
、
忍
路
子
線
道

路
改
良
な
ど
社
会
資
本
整
備
事
業
を
計

上
し
ま
し
た
が
、
自
治
体
情
報
シ
ス
テ

ム
標
準
化
移
行
改
修
事
業
な
ど
の
終
了

に
よ
り
、
前
年
度
比
八
・
七
％
減
の
一

二
億
七
、
六
一
七
万
円
を
計
上
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
令
和
八
年
度
予
算
編
成
に
あ

た
っ
て
は
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
活

性
化
セ
ン
タ
ー
リ
ム
な
ど
公
共
施
設
の

改
修
等
の
財
源
と
し
て
、
公
共
施
設
整

備
基
金
を
充
当
し
た
ほ
か
、
生
徒
海
外

体
験
学
習
事
業
や
学
校
給
食
費
完
全
無

償
化
補
助
事
業
に
ふ
る
さ
と
応
援
基
金

を
有
効
活
用
す
る
こ
と
と
し
た
こ
と
か

ら
、
令
和
八
年
度
末
基
金
残
高
は
、
三

億
二
、
六
三
七
万
円
減
の
五
七
億
三
、

○
九
三
万
円
を
見
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

一
方
、
簡
易
水
道
事
業
及
び
下
水
道

事
業
を
含
め
た
地
方
債
と
債
務
負
担
行

為
を
加
え
た
将
来
に
わ
た
る
長
期
債
務

は
、
二
億
七
、
九
七
○
万
円
減
の
三
四

億
五
、
四
二
○
万
円
を
見
込
ん
で
お

り
、
減
少
傾
向
で
は
あ
り
ま
す
が
、
バ

イ
オ
ガ
ス
事
業
や
森
林
公
園
改
修
事
業

な
ど
大
型
事
業
の
財
源
と
し
て
発
行
し

た
過
疎
対
策
事
業
債
の
償
還
も
順
次
始

ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
五
年
程

度
の
予
算
編
成
に
お
い
て
は
、
実
質
公

債
費
比
率
や
基
金
残
高
に
留
意
し
た
上

で
、
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

【
各
分
野
別
予
算
概
要
】

こ
れ
よ
り
第
五
期
総
合
計
画
の
分
野

別
目
標
に
沿
っ
て
、
令
和
八
年
度
一
般

会
計
予
算
の
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
、

ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で

豊
か
に
暮
ら
せ
る
む
ら
　

住
宅
環
境
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
営
住
宅
な
ど
村
が
管
理
し
て
い
る
住

宅
は
、
平
成
二
八
年
を
最
後
に
更
新
が

行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
一
○
年
以
内

に
約
半
数
の
建
物
が
耐
用
年
数
を
超

え
、
更
新
時
期
を
迎
え
ま
す
。
一
方
、

人
口
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
世

帯
数
は
一
○
年
前
の
約
五
○
○
世
帯
か

ら
約
六
三
○
世
帯
へ
と
増
加
し
て
お

り
、
公
営
住
宅
等
に
お
け
る
入
居
者
構

成
や
住
宅
ニ
ー
ズ
も
変
化
し
て
き
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
公
営
住
宅
以
外
に

も
、
村
を
代
表
す
る
「
五
つ
の
夢
施

設
」
や
役
場
庁
舎
を
は
じ
め
、
公
共
施

設
と
し
て
管
理
し
て
い
る
建
物
は
一
○

○
棟
以
上
に
の
ぼ
り
、
こ
れ
ら
も
同
様

に
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
公
営
住
宅
や

公
共
施
設
の
維
持
・
更
新
の
在
り
方
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
集
約
や
撤
去
を

含
め
た
整
理
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
中
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
た
計
画
を
策
定
し
、
村
民
が

快
適
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
環
境
及

び
公
共
施
設
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め

て
参
り
ま
す
。

民
間
住
宅
の
支
援
と
し
て
、
持
家
建

設
促
進
の
た
め
の
奨
励
補
助
金
や
快
適

な
住
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の
リ
フ
ォ

ー
ム
補
助
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
要

な
予
算
を
計
上
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
国
の
制
度
を
活
用
し
た
空
き

家
対
策
総
合
支
援
事
業
を
継
続
す
る
ほ

か
、
国
の
補
助
要
件
を
満
た
さ
な
い
空

き
家
の
解
体
支
援
を
望
む
声
が
あ
り
ま

す
こ
と
か
ら
、
制
度
を
拡
充
し
て
更
な

る
景
観
保
全
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
橋
梁

長
寿
命
化
事
業
で
実
施
し
て
い
る
「
中

興
橋
」
の
上
部
工
の
撤
去
工
事
が
始
ま

り
、
西
興
部
忍
路
子
線
の
道
路
改
良
事

業
は
最
終
年
で
あ
り
、
国
道
交
差
点
部

の
工
事
を
完
了
さ
せ
る
ほ
か
、
道
路
補

修
や
除
排
雪
、
草
刈
り
な
ど
維
持
管
理

を
適
切
に
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

河
川
整
備
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
業

水
路
等
長
寿
命
化
事
業
で
「
札
滑
川
」

の
橋
梁
護
岸
更
新
工
事
を
昨
年
に
つ
づ

き
二
カ
所
実
施
す
る
ほ
か
、
河
道
洗
掘

対
策
や
土
砂
撤
去
な
ど
の
維
持
管
理
を

適
切
に
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
む
ら
づ
く
り
に
つ
き

ま
し
て
は
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
救

急
業
務
、
交
通
救
助
に
対
応
す
る
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
を
想
定
し
た
救
急

訓
練
や
交
通
救
助
を
安
全
、
確
実
、
迅

速
に
行
う
た
め
に
定
期
的
に
訓
練
を
実

施
し
、
救
急
活
動
体
制
の
強
化
を
図
る

ほ
か
、
高
齢
化
が
進
む
消
防
団
員
の
確

保
と
火
災
や
災
害
現
場
で
使
用
す
る
装

備
品
を
計
画
的
に
整
備
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
専
門
知
識
を
有
す
る
講
師
を

招
い
て
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
村

民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も

に
、
計
画
的
な
防
災
備
蓄
品
の
充
足
に

努
め
て
参
り
ま
す
。
交
通
安
全
運
動
に

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
七
年
一
月
三
一

日
か
ら
今
日
ま
で
、
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
継
続
で
き
て
い
る
の
は
、
一
日
も
休

ま
ず
に
交
通
安
全
運
動
を
続
け
て
こ
ら

れ
た
村
民
皆
様
方
の
ご
協
力
の
賜
物
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
先
も
「
交
通
事
故

議　員議　員

我が村は美しく事業我が村は美しく事業
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死
ゼ
ロ
三
五
年
」
と
い
う
大
き
な
目
標

に
向
か
い
、
事
故
死
ゼ
ロ
が
永
遠
に
続

く
よ
う
啓
発
活
動
の
強
化
に
努
め
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
本
村
で
は
、
買
い
物

や
通
院
な
ど
日
常
生
活
を
送
る
上
で
車

が
な
け
れ
ば
生
活
に
支
障
が
生
じ
る
方

が
多
い
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
免
許
返

納
を
促
す
施
策
の
ほ
か
、
や
む
を
得
ず

運
転
を
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
に

は
、
少
し
で
も
安
心
し
て
村
で
の
生
活

を
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
向
け
の

急
発
進
抑
制
装
置
設
置
助
成
を
継
続
し

て
参
り
ま
す
。
地
域
公
共
交
通
と
し

て
、
上
興
部
地
区
な
ど
か
ら
の
通
院
・

入
浴
並
び
に
保
育
所
園
児
や
児
童
生
徒

な
ど
の
送
迎
の
た
め
地
域
バ
ス
を
運
行

す
る
と
と
も
に
、
名
寄
本
線
代
替
バ
ス

を
利
用
し
て
村
外
の
病
院
へ
通
院
す
る

高
齢
者
へ
の
通
院
助
成
を
行
う
ほ
か
、

市
街
地
以
外
で
生
活
す
る
車
を
持
た
な

い
高
齢
者
等
を
対
象
に
、
市
街
地
で
の

買
い
物
な
ど
に
名
士
バ
ス
を
利
用
し
た

際
の
運
賃
助
成
を
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
紋
別
・
羽
田
線
の
通
年
就
航

を
維
持
す
る
た
め
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
紋
別

空
港
の
利
用
の
促
進
に
向
け
、
村
民
や

道
外
に
住
む
親
族
、
道
外
か
ら
の
ホ
テ

ル
森
夢
宿
泊
者
な
ど
に
対
し
、
引
き
続

き
航
空
運
賃
の
一
部
を
助
成
し
て
参
り

ま
す
。

情
報
通
信
事
業
で
は
、
Ｎ
Ｃ
Ｎ
放
送

に
係
る
機
器
更
新
費
用
の
高
騰
や
専
門

人
材
の
不
足
と
い
っ
た
課
題
を
抱
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
ス
マ
ホ
の
普
及
が
進

ん
で
い
る
現
在
の
情
勢
に
合
わ
せ
て
、

ス
マ
ホ
を
活
用
し
た
新
た
な
情
報
発
信

方
法
の
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
ま
た
、
庁
内
業
務
に
つ
い
て
は
、

Ａ
Ｉ
の
活
用
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
・

改
善
に
向
け
た
検
討
と
デ
ジ
タ
ル
化
を

進
め
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
向

上
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

出
産
も
子
育
て
も
介
護
も

医
療
も
安
心
で
き
る
む
ら

少
子
高
齢
化
が
加
速
す
る
中
、
高
齢

者
や
障
が
い
者
、
子
育
て
世
代
へ
の
支

援
、
村
民
の
健
康
増
進
な
ど
、
村
内
で

安
心
し
て
生
活
を
続
け
て
い
く
た
め
に

は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
一
層
の
充

実
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

村
内
に
お
け
る
医
療
体
制
に
お
い
て

は
、
厚
生
診
療
所
の
馬
場
医
師
に
は
、

平
成
三
○
年
の
着
任
以
来
、
診
療
所
で

の
診
察
を
は
じ
め
、
介
護
、
福
祉
施
設

や
個
人
宅
へ
の
往
診
、
訪
問
診
療
に
、

ま
た
、
歯
科
診
療
所
の
菅
原
医
師
に

は
、
長
年
村
で
の
歯
科
診
療
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
、
村
の
地
域
医
療
を

し
っ
か
り
と
支
え
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。本

村
に
お
け
る
更
な
る
医
療
体
制
の

充
実
を
図
る
た
め
、
新
た
に
電
解
質
分

析
装
置
を
購
入
し
、
近
年
増
加
し
て
い

る
猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
患
者
の
重
症
度

の
迅
速
な
判
定
と
適
切
な
治
療
が
行
え

る
よ
う
体
制
を
整
備
し
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
村
外
の
専
門
医
療
機
関
で
の

受
診
が
困
難
な
高
齢
者
等
が
多
い
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
、
月
二
回
の
整
形
外

科
医
及
び
月
三
回
の
循
環
器
内
科
医
を

招
へ
い
し
、
専
門
医
療
体
制
の
確
保
に

努
め
て
参
り
ま
す
。
村
外
の
専
門
医
療

機
関
へ
通
院
さ
れ
て
い
る
方
の
う
ち
、

要
介
護
状
態
や
障
が
い
等
に
よ
り
公
共

交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
を
対
象
に
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
実

施
す
る
福
祉
有
償
運
送
事
業
に
も
引
き

続
き
補
助
を
行
う
な
ど
、
村
民
の
皆
様

が
安
心
し
て
専
門
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
新
た
に
唾
液
に
よ
る
が

ん
リ
ス
ク
検
査
助
成
事
業
を
実
施
し
、

疾
病
の
早
期
発
見
や
早
期
治
療
に
つ
な

が
る
住
民
健
診
へ
の
受
診
率
向
上
を
図

っ
て
参
り
ま
す
。
併
せ
て
、
受
診
結
果

に
基
づ
く
保
健
師
に
よ
る
保
健
指
導
を

は
じ
め
、
き
め
細
や
か
な
健
康
相
談
体

制
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
村
民
の

皆
様
が
生
活
習
慣
病
に
関
心
を
持
ち
、

自
ら
の
健
康
管
理
と
健
康
増
進
に
取
り

組
む
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
ヘ
ル
ス
ア

ッ
プ
教
室
や
元
気
回
復
入
浴
事
業
を
継

続
し
て
参
り
ま
す
。

感
染
症
対
策
、
疾
病
予
防
対
策
と
し

て
、
新
た
に
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
を
有

す
る
成
人
の
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
感

染
症
で
あ
る
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成
事
業
を
実
施
す
る

ほ
か
、
引
き
続
き
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
肺
炎
球
菌
、

帯
状
疱
疹
、
風
し
ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ

等
の
各
種
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
助
成
を
行

い
、
接
種
の
促
進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
皆
様
が
安
心
し
て

生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
高
齢
者
見
守
り

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
や
命
の
バ

ト
ン
事
業
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
参
り

ま
す
。

在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
係
る
自
己
負
担
の

軽
減
を
図
る
た
め
在
宅
元
気
生
活
支
援

事
業
を
実
施
し
、
利
用
者
が
安
心
し
て

希
望
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
福
祉
対
策
で
は
、

新
た
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の

安
全
性
と
快
適
性
の
向
上
を
図
る
た

め
、
セ
ン
タ
ー
内
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
張
替

工
事
の
ほ
か
、
福
祉
除
雪
サ
ー
ビ
ス
事

業
や
福
祉
入
浴
事
業
、
敬
老
会
開
催
経

費
の
補
助
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

障
が
い
者
福
祉
で
は
、
西
紋
こ
ど
も

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
費
用
を
負

担
す
る
と
と
も
に
、
通
所
す
る
利
用
者

に
交
通
費
を
助
成
し
て
負
担
の
軽
減
を

図
る
ほ
か
、
自
立
支
援
給
付
及
び
地
域

生
活
支
援
事
業
に
よ
り
、
障
が
い
の
あ

る
方
々
が
安
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
に
し
お
こ
っ
ぺ
福
祉

会
の
施
設
で
働
く
介
護
職
員
、
福
祉
職

員
の
確
保
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
外
国
人
も
含
め
た
人
材
確

保
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、
昨
今
の
人

材
不
足
や
物
価
高
騰
に
よ
り
、
に
し
お

こ
っ
ぺ
福
祉
会
が
運
営
す
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
障
が
い
者
支
援
施
設
、

ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
大
変
厳
し
い
経
営
状

況
で
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
三
施
設
は
本 防災セミナー防災セミナー

交通安全祈願祭交通安全祈願祭



広報にしおこっぺ（5）

村
の
福
祉
行
政
の
中
核
を
担
う
も
の
で

あ
り
、
雇
用
の
場
と
し
て
も
重
要
な
施

設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
経
営
の
安
定
化

に
向
け
て
運
営
費
を
補
助
し
て
参
り
ま

す
。子

育
て
支
援
と
し
て
、
不
妊
治
療
費

助
成
、
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
産

後
ケ
ア
事
業
の
ほ
か
、
子
育
て
支
援
ア

プ
リ
「
せ
と
な
び
」
に
よ
る
子
育
て
情

報
の
発
信
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
里
住
夢
」
に
お
け
る
乳
幼
児
に
対
す

る
子
育
て
支
援
な
ど
、
こ
の
村
で
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
て
い
け
る

環
境
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
本
村
の
乳
幼
児
検
診
は
、
三

歳
児
健
診
で
の
幼
児
屈
折
検
査
や
五
歳

児
健
診
を
行
う
な
ど
、
就
学
前
か
ら
の

発
達
支
援
に
力
を
入
れ
て
参
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
新
た
に
「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
妊
娠
期
か
ら
子

育
て
期
に
至
る
ま
で
の
相
談
支
援
や
関

係
機
関
と
の
連
携
を
一
体
的
に
行
う
こ

と
で
、
支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭
に
対

し
、
切
れ
目
の
な
い
き
め
細
か
な
支
援

体
制
の
構
築
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

な
お
、
引
き
続
き
、
子
供
医
療
費
無

料
化
、
妊
産
婦
安
心
出
産
支
援
、
エ
ン

ゼ
ル
祝
金
、
夢
の
お
く
り
も
の
、
妊
婦

の
た
め
の
支
援
給
付
な
ど
、
各
種
子
育

て
支
援
事
業
を
実
施
し
、
出
産
か
ら
育

児
に
至
る
ま
で
の
経
済
的
・
精
神
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
新
婚
世

帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
目
的
に
結

婚
新
生
活
支
援
事
業
も
実
施
し
て
参
り

ま
す
。

つ
く
し
保
育
所
に
お
い
て
は
、
三
歳

未
満
児
の
課
税
世
帯
に
お
け
る
負
担
軽

減
と
、
こ
の
村
で
安
心
し
て
子
育
て
が

で
き
る
保
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た

め
、
村
独
自
の
支
援
と
し
て
保
育
料
の

完
全
無
償
化
を
継
続
す
る
ほ
か
、
新
た

に
乳
児
等
通
園
支
援
事
業
を
実
施
し
、

保
護
者
の
就
労
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
乳
児
が
安
心
し
て
通
所
で
き
る
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
子
育
て
家
庭

へ
の
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。
併
せ
て
、
木
育
や
食
育
、
英
語
、

運
動
に
親
し
む
機
会
を
設
け
る
な
ど
、

地
域
性
を
活
か
し
た
保
育
に
努
め
る
と

と
も
に
、
老
朽
化
し
た
屋
内
遊
具
の
更

新
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
、

の
び
の
び
と
遊
べ
る
保
育
環
境
の
整
え

る
ほ
か
、
保
育
支
援
ア
プ
リ
の
活
用
や

面
談
等
を
通
し
て
、
保
護
者
と
の
連
携

を
一
層
図
っ
て
参
り
ま
す
。

個
に
応
じ
た
特
色
あ
る
　

教
育
を
受
け
ら
れ
る
む
ら

教
育
関
係
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、

後
ほ
ど
教
育
長
か
ら
「
教
育
行
政
執
行

方
針
」
の
中
で
詳
し
く
申
し
上
げ
ま
す

が
、
第
五
期
総
合
計
画
に
掲
げ
る
「
個

に
応
じ
た
特
色
あ
る
教
育
を
受
け
ら
れ

る
む
ら
」
の
実
現
に
向
け
、
一
人
ひ
と

り
の
子
ど
も
が
自
ら
の
可
能
性
を
伸
ば

せ
る
教
育
環
境
の
整
備
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
新
た
に
各
学

校
へ
電
子
黒
板
を
導
入
し
、
デ
ジ
タ
ル

教
科
書
の
効
果
を
十
分
に
引
き
出
す
こ

と
で
、
児
童
生
徒
の
学
び
や
考
え
を
一

層
深
め
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
隔
年
で

実
施
し
て
い
る
生
徒
海
外
体
験
学
習
事

業
を
は
じ
め
、
家
庭
や
学
校
以
外
に
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
「
第

三
の
居
場
所
」
を
地
域
に
確
保
す
る
と

と
も
に
、
芸
術
鑑
賞
の
機
会
の
提
供
や

村
民
同
士
の
学
び
合
い
を
支
援
し
、
地

域
に
根
ざ
し
た
多
様
な
文
化
活
動
の
振

興
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

新
し
い
産
業
の
創
造
と
人
材
誘
致

の
仕
組
み
が
整
っ
て
い
る
む
ら
　

国
全
体
の
人
口
が
減
少
す
る
中
、
本

村
に
お
い
て
も
人
口
減
少
が
続
き
、
村

内
の
事
業
所
で
は
、
人
手
不
足
に
よ
る

生
産
性
の
低
下
や
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
な

ど
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
に
し
お

こ
っ
ぺ
福
祉
会
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
楽
器
工

業
の
人
材
確
保
に
対
す
る
支
援
を
は
じ

め
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
活
用

や
現
在
主
流
と
な
っ
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
た
人
材
確
保
事
業
の
ほ
か
、
就

業
を
目
的
と
し
て
転
入
す
る
方
の
移
転

費
用
の
一
部
支
援
な
ど
を
通
じ
て
、
人

材
確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

村
の
知
名
度
向
上
や
来
訪
者
促
進
に

向
け
て
は
、
日
帰
り
圏
内
の
北
見
や
士

別
な
ど
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
よ
り

来
訪
者
が
増
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
村
を
応
援
し
て
も
ら
う
き
っ

か
け
づ
く
り
と
し
て
、
村
内
で
開
催
す

る
同
窓
会
等
の
経
費
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
将
来
的
な
人
材
確
保
に
繋
が
る

よ
う
、
高
校
生
や
大
学
生
を
対
象
と
し

た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
支
援
事
業

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
村
の
イ
メ
ー

ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
セ
ト
ウ
シ
く
ん
」

の
活
用
に
対
す
る
支
援
や
特
産
品
開
発

な
ど
に
も
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

観
光
振
興
に
お
い
て
は
、「
観
光
を

考
え
る
意
見
交
換
会
」
か
ら
頂
い
た
意

見
の
具
現
化
に
向
け
、
村
に
相
応
し
い

観
光
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
体
験
型
ツ
ア

ー
の
磨
き
上
げ
、
情
報
発
信
体
制
の
強

化
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
計
画
の
策
定

を
進
め
、
観
光
団
体
の
設
立
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

観
光
施
設
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て

い
る
活
性
化
セ
ン
タ
ー
リ
ム
に
、
引
き

続
き
運
営
支
援
を
行
う
ほ
か
、
大
浴
場

洗
い
場
の
鏡
の
更
新
、
空
調
設
備
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
、
施
設
を
維
持
保
全

す
べ
く
、
優
先
度
の
高
い
項
目
を
予
算

化
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
日
本
庭
園
「
興
楽
園
」
を

貴
重
な
村
の
財
産
と
し
て
保
全
管
理
す

る
と
と
も
に
、
来
訪
者
の
増
加
・
認
知

度
向
上
の
た
め
に
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
参
り
ま
す
。

商
工
業
に
お
い
て
は
、
令
和
五
年
度

か
ら
村
内
で
の
消
費
喚
起
の
た
め
、
村

の
補
助
に
よ
り
一
割
引
で
販
売
し
て
い

る
商
工
会
商
品
券
が
好
評
の
た
め
、
引

き
続
き
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
ふ
る

さ
と
創
造
支
援
事
業
を
活
用
し
た
新
規

事
業
の
創
出
や
既
存
事
業
者
の
経
営
基

盤
強
化
の
ほ
か
、
中
小
企
業
の
経
営
安

定
化
を
図
る
た
め
、
運
営
資
金
を
支
援

す
る
た
め
の
政
策
預
託
と
借
入
に
対
す

る
利
子
補
給
や
保
証
料
の
助
成
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。

農
林
業
の
生
産
加
工
基
盤
が

安
定
し
て
い
る
む
ら
　

基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
に
お
い
て

は
、
厳
し
い
酪
農
情
勢
を
受
け
て
令
和

五
年
度
に
は
生
乳
生
産
調
整
を
課
せ
ら

れ
、
生
産
量
が
対
前
年
比
一
七
％
減
と

な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
令
和
六
年
は

一
八
、
九
三
○
ｔ
で
対
前
年
比
一
一
三
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％
の
伸
び
と
な
り
、
令
和
七
年
度
で
は

一
九
、
二
六
五
ｔ
、
対
前
年
比
一
○
二

％
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
長
引
く

飼
料
や
燃
料
な
ど
の
農
業
資
材
の
価
格

高
騰
は
続
い
て
お
り
、
酪
農
情
勢
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
政
府
は
昨
年
七
月
の
出
荷
分
か
ら

生
乳
単
価
を
増
額
し
、
本
年
も
前
年
単

価
を
据
え
置
く
と
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
酪
農
家
個
々
の
生
産
意

欲
向
上
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。
村
に
と
っ
て
も
現
在
の
農
家

戸
数
、
経
営
規
模
の
維
持
は
重
要
で
あ

り
、
将
来
の
後
継
者
や
担
い
手
不
足
の

解
消
に
向
け
、
新
規
就
農
者
及
び
農
業

就
労
者
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
酪
農
支
援
担
当
の
増

員
や
農
業
体
験
・
研
修
支
援
事
業
、
新

規
就
農
者
支
援
事
業
補
助
な
ど
必
要
な

支
援
を
継
続
す
る
ほ
か
、
農
業
所
得
の

向
上
と
持
続
可
能
な
農
業
経
営
の
た

め
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払
交
付
金
事

業
及
び
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

に
も
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、

農
業
基
盤
整
備
事
業
と
し
て
、
道
営
事

業
に
よ
る
草
地
整
備
を
継
続
す
る
ほ

か
、
新
た
に
集
乳
道
の
整
備
を
進
め
て

参
り
ま
す
。
ヒ
グ
マ
対
策
と
し
て
、
市

街
地
へ
の
出
没
防
止
の
た
め
に
草
刈
り

や
春
期
管
理
捕
獲
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
鳥
獣
担
当
員
の
配
置
に
よ
り
エ
ゾ

シ
カ
や
ヒ
グ
マ
に
よ
る
鳥
獣
被
害
防
止

対
策
の
支
援
強
化
、
食
肉
な
ど
の
有
効

活
用
、
残
滓
処
理
な
ど
に
支
援
し
て
参

り
ま
す
。
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
の
余

剰
熱
を
利
用
し
た
「
み
か
ん
ハ
ウ
ス
栽

培
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
六

年
五
月
に
植
栽
し
た
キ
ン
カ
ン
と
み
か

ん
の
苗
木
は
、
順
調
に
生
育
し
て
お

り
、
苗
木
成
長
の
た
め
の
摘
果
や
追
肥

作
業
を
行
い
な
が
ら
、
キ
ン
カ
ン
は
来

年
、
み
か
ん
は
二
年
後
の
収
穫
に
向
け

て
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

林
業
に
お
い
て
は
、
厳
し
い
林
業
経

営
は
変
わ
ら
ず
、
森
林
所
有
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
森
林
整
備

へ
の
意
欲
が
減
退
し
、
森
林
の
持
つ
機

能
の
低
下
や
荒
廃
化
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
有

効
に
活
用
し
、
森
林
整
備
や
担
い
手
の

確
保
、
木
材
利
用
の
普
及
啓
発
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

村
有
林
事
業
に
お
い
て
も
森
林
環
境

譲
与
税
を
活
用
し
て
、
ギ
タ
ー
の
原
料

と
な
る
シ
ナ
ノ
キ
の
植
樹
を
継
続
す
る

ほ
か
、
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
く
間
伐

や
下
刈
り
、
皆
伐
、
新
植
な
ど
、
適
切

な
村
有
林
管
理
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

林
道
事
業
で
は
、
森
林
基
幹
道
改
良

事
業
の
最
終
年
で
札
滑
ウ
エ
ン
シ
リ
線

の
法
面
改
良
事
業
を
行
う
ほ
か
、
林
道

草
刈
・
路
面
整
正
・
小
径
木
除
去
な

ど
、
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め
て
参
り

ま
す
。美

し
い
自
然
環
境
と
生
活

環
境
が
保
た
れ
て
い
る
む
ら

村
づ
く
り
の
テ
ー
マ
実
現
の
た
め
、

「
美
し
い
村
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ

き
、
オ
レ
ン
ジ
色
を
基
調
と
し
た
建
物

の
色
彩
統
一
を
更
に
推
進
す
る
た
め
、

美
し
い
村
づ
く
り
事
業
推
進
補
助
金
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
景
観
を
阻
害
す

る
建
物
の
解
体
を
支
援
し
、
更
な
る
景

観
形
成
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

村
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
企
業
・
団

体
、
関
係
機
関
と
も
連
携
・
協
働
し

て
、
街
中
に
花
を
植
え
る
「
我
が
村
は

美
し
く
事
業
」
へ
の
支
援
や
、
各
家

庭
や
事
業
所
に
花
を
飾
る
た
め
の
支

援
も
継
続
す
る
と
と
も
に
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
に
対
す
る
意
識
・
意
欲
を
高

め
る
た
め
の
ガ
ー
デ
ン
ツ
ア
ー
の
実

施
に
よ
り
、
花
い
っ
ぱ
い
の
景
観
づ

く
り
を
推
進
し
、
村
に
暮
ら
す
人
や

訪
れ
る
人
が
心
癒
さ
れ
る
「
美
し
い

村
づ
く
り
」
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

住
民
と
行
政
の
協
働
が

根
付
く
む
ら
　
　
　
　

村
の
最
上
位
計
画
で
あ
り
ま
す
第
五

期
総
合
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和

四
年
度
か
ら
一
○
年
間
を
計
画
期
間
と

し
て
お
り
、
令
和
八
年
度
は
前
期
計
画

の
最
終
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
後
期
基

本
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取
組
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

　
「
美
し
く
住
み
よ
い
活
力
あ
る
む
ら

づ
く
り
応
援
事
業
」
と
し
て
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
の
推
進
を
は
じ
め
、
町
内
会

活
動
の
推
進
、
異
業
種
交
流
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
、
団
体
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
開
催
へ

の
支
援
を
継
続
し
、
村
民
の
主
体
的
な

活
動
を
支
え
、
地
域
の
活
性
化
と
自
治

意
識
の
更
な
る
高
揚
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。広

域
連
携
の
推
進
で
は
、
引
き
続
き

西
紋
別
地
域
を
は
じ
め
、
オ
ホ
ー
ツ
ク

圏
の
自
治
体
と
連
携
を
図
る
と
と
も

に
、
名
寄
市
・
士
別
市
を
中
心
市
と
す

る
北
・
北
海
道
中
央
圏
域
定
住
自
立
圏

に
お
い
て
、
二
次
救
急
医
療
体
制
や
災

害
時
に
必
要
な
情
報
の
共
有
と
相
互
応

援
体
制
の
強
化
な
ど
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
定
住
自
立
圏
の
形
成
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

本
村
の
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
年
一
月
末
時
点
の
寄
附
額
が
五
一

七
件
、
一
、
四
二
八
万
円
で
、
ご
寄
付
を

い
た
だ
い
た
全
国
の
皆
様
に
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
お
届
け
す
る
返
礼

品
に
つ
き
ま
し
て
は
村
内
事
業
所
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
新
商
品
の
開
発
に
支
援

を
行
い
、
更
な
る
応
援
を
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
て
参
り
ま
す
。

ま
た
、
寄
付
金
を
財
源
と
し
て
積
み

立
て
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
」

に
つ
き
ま
し
は
、
子
育
て
施
策
や
地
域

産
業
の
振
興
の
た
め
の
貴
重
な
財
源
と

し
て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
思
い
に

応
え
て
参
り
ま
す
。

以
上
、
令
和
八
年
度
の
村
政
執
行
に

臨
む
所
信
と
、
各
会
計
予
算
案
の
概
要

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
よ
ろ

し
く
ご
審
議
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
重
ね
て
村
議
会
議
員
の
皆

様
を
は
じ
め
、
村
民
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

結
び
と
い
た
し
ま
す
。

開村 100周年記念式典開村 100周年記念式典
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令
和
八
年
村
議
会
第
一
回
定
例
会
の

開
会
に
あ
た
り
、
教
育
委
員
会
の
所
管

に
関
す
る
教
育
行
政
執
行
方
針
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。
議
会
並
び
に
村
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

我
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減

少
の
進
行
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

人
工
知
能
の
急
速
な
発
展
に
よ
り
、
社

会
構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
時
代
を
迎

え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
国
及
び
北
海
道
に

お
い
て
は
、「
令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
」
の
理
念
の
も
と
、
個
別
最
適
な
学

び
と
協
働
的
な
学
び
の
充
実
に
向
け
た

取
組
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
学
習
指
導
要
領
に
基
づ
き
、「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現

に
向
け
た
授
業
改
善
を
通
じ
、
子
ど
も

た
ち
が
社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
向
き

合
い
、
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
行
動
で

き
る
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
本
村
に
お
い
て
は
、
第
五
期
西
興

部
村
総
合
計
画
に
掲
げ
る
分
野
別
目
標

三
「
個
に
応
じ
た
特
色
あ
る
教
育
を
受

け
ら
れ
る
む
ら
」
の
実
現
を
教
育
行
政

の
根
幹
に
据
え
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
個
性
や
能
力
、
学
習
状
況
に
応
じ

た
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
小
規
模
校
の
特
性
を
生
か
し
、

少
人
数
に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
に
よ
り
、
個
別

最
適
な
学
び
と
協
働
的
な
学
び
を
一
体

的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
探
究
的
・

体
験
的
な
活
動
を
通
じ
て
主
体
的
に
学

ぶ
力
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

加
え
て
、
特
別
支
援
教
育
や
不
登
校
支

援
、
い
じ
め
防
止
等
に
取
り
組
み
、
誰

一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
学
び
の
保

障
を
重
視
し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・

関
係
機
関
が
連
携
し
た
教
育
環
境
の
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
村

民
が
生
涯
に
わ
た
り
学
び
、
心
身
と
も

に
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
に
も
取
り
組
み

ま
す
。
世
代
を
問
わ
ず
誰
も
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
の
機
会

を
工
夫
・
充
実
さ
せ
、
体
験
を
通
し
て

学
ぶ
喜
び
や
健
康
づ
く
り
、
地
域
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
環
境
整
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
団
体
や

関
係
者
と
の
連
携
を
強
化
し
、
世
代
を

超
え
た
交
流
の
促
進
や
、
地
域
資
源
を

生
か
し
た
事
業
内
容
の
工
夫
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
へ

と
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
学
校
教
育
に
関
す
る
施

策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
教
育
の
振
興

学
校
教
育
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て

は
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
理
解
度

や
習
熟
度
に
応
じ
た
学
習
を
推
進
す
る

た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
効
果
的
に
活
用
し
、

個
別
学
習
や
協
働
学
習
、
振
り
返
り
学

習
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
あ

わ
せ
て
、
児
童
生
徒
の
興
味
・
関
心
を

生
か
し
た
探
究
的
な
学
習
を
重
視
し
、

「
何
を
学
ぶ
か
」
に
加
え
て
「
ど
の
よ

う
に
学
ぶ
か
」
を
意
識
し
た
授
業
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

児
童
生
徒
が
主
体
的
に
学
び
、
対
話
を

通
し
て
思
考
を
深
め
、
自
ら
課
題
に
挑

戦
す
る
楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
学
習
環

境
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
本
村

は
小
規
模
校
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
様

な
考
え
に
触
れ
、
他
者
と
協
働
し
て
学

ぶ
機
会
の
確
保
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

令
和
七
年
度
に
実
施
し
た
他
校
と
の
オ

ン
ラ
イ
ン
合
同
授
業
の
成
果
を
踏
ま

え
、
今
後
も
学
校
間
の
連
携
を
強
化

し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
を
活
用
し
た
合
同
授

業
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
思
考
力
・
判

断
力
・
表
現
力
の
育
成
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク

ー
ル
構
想
に
よ
る
一
人
一
台
端
末
環
境

の
活
用
を
一
層
進
め
る
と
と
も
に
、
電

子
黒
板
の
導
入
に
よ
り
、
視
覚
的
に
分

か
り
や
す
く
理
解
の
深
化
に
つ
な
が
る

授
業
を
展
開
し
、
児
童
生
徒
が
主
体
的

に
学
び
、
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
育
む

教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。小

中
一
貫
教
育
の
推
進

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し

て
は
、
中
学
校
教
員
に
よ
る
乗
り
入
れ

授
業
や
体
験
授
業
、
教
職
員
相
互
の
授

業
参
観
を
計
画
的
に
実
施
し
、
児
童
生

徒
の
発
達
段
階
を
踏
ま
え
た
学
び
の
連

続
性
の
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

あ
わ
せ
て
、
総
合
教
育
会
議
に
お
い

て
確
認
さ
れ
た
令
和
一
三
年
度
を
目
標

と
す
る
小
中
一
体
型
義
務
教
育
学
校
の

創
設
を
見
据
え
、
令
和
八
年
度
に
は

「
西
興
部
村
義
務
教
育
学
校
基
本
構
想
」

を
策
定
し
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
の
充
実

特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま
し

て
は
、
教
育
支
援
員
の
配
置
を
継
続
す

る
と
と
も
に
、
通
級
指
導
教
室
に
お
け

る
支
援
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
教
職
員
の
専
門
性

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
護
者

の
意
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
き
め
細
か
な
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。健

康
教
育
の
推
進
・
豊
か
な

人
間
性
と
健
や
か
な
体
の
育
成

健
康
教
育
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
子

ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成

長
で
き
る
よ
う
、
道
徳
教
育
や
読
書
活

動
の
充
実
に
よ
り
心
を
育
て
る
と
と
も

西
興
部
村

教
育
行
政
執
行
方
針

令和8年度

執行方針を述べる飯束教育長執行方針を述べる飯束教育長

「人権の花」運動「人権の花」運動



広報にしおこっぺ （8）

に
、
体
育
の
授
業
や
休
み
時
間
に
お
け

る
運
動
機
会
の
工
夫
を
通
じ
て
体
力
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

計
画
的
な
食
育
指
導
と
安
全
で
安
心
な

学
校
給
食
の
提
供
に
取
り
組
み
、
地
場

産
品
を
活
用
し
た
食
育
活
動
を
通
し

て
、
地
産
地
消
や
地
域
産
業
へ
の
理
解

を
深
め
、
感
謝
の
心
を
育
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
振
興
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
と
連
携
し
、
児
童
が
育
て

た
野
菜
や
地
元
食
材
を
活
用
し
た
体
験

型
の
食
育
活
動
を
推
進
し
、
学
ぶ
楽
し

さ
と
食
べ
る
楽
し
さ
を
実
感
で
き
る
教

育
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

い
じ
め
や
児
童
虐
待
・

不
登
校
対
策

い
じ
め
や
児
童
虐
待
、
不
登
校
へ
の

対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、
未
然
防
止
、

早
期
発
見
、
適
切
な
対
応
を
基
本
と
し

て
総
合
的
に
取
り
組
む
た
め
、「
西
興

部
村
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
策
定

し
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関

が
連
携
し
た
支
援
体
制
の
構
築
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
し
て

は
、
学
校
内
外
に
お
け
る
安
心
で
き
る

居
場
所
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
一
人
ひ
と

り
の
状
況
や
思
い
に
寄
り
添
っ
た
支
援

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
支
援
や
教
育

相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
、
学
び
の
継

続
と
社
会
的
自
立
に
向
け
た
支
援
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

信
頼
さ
れ
る

学
校
づ
く
り
の
推
進

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
に
つ
き
ま

し
て
は
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
適

宜
見
直
し
と
実
効
性
の
検
証
を
行
う
と

と
も
に
、
教
職
員
の
服
務
規
律
の
確
保

及
び
不
祥
事
防
止
に
向
け
た
取
組
を
継

続
し
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
教
育
環
境
の
充
実
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
学
校

運
営
の
透
明
性
の
向
上
に
努
め
、
地
域

か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

い
た
し
ま
す
。

部
活
動
地
域
展
開
の
推
進

部
活
動
の
地
域
展
開
に
つ
き
ま
し
て

は
、
少
子
化
の
進
行
や
教
員
の
負
担
軽

減
へ
の
対
応
な
ど
を
踏
ま
え
、
将
来
に

わ
た
り
持
続
可
能
な
部
活
動
体
制
の
構

築
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。
国
及
び

北
海
道
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、

近
隣
三
町
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
令

和
一
三
年
度
ま
で
を
目
途
に
地
域
展
開

を
見
据
え
た
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

教
育
環
境
の
整
備

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
と
学
校
施
設
環
境
の

両
面
か
ら
、
児
童
生
徒
が
安
全
・
安
心

に
学
べ
る
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
ず
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
に
つ
い
て

は
、
一
人
一
台
の
端
末
や
学
習
支
援
ソ

フ
ト
、
教
師
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
計

画
的
な
更
新
を
行
い
、
授
業
及
び
学
習

活
動
の
質
を
高
め
る
活
用
を
進
め
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
端
末
の
持
ち
帰
り
を

推
進
し
、
家
庭
学
習
や
非
常
時
に
お
い

て
も
学
び
を
継
続
で
き
る
体
制
を
整
え

る
こ
と
で
、
日
常
的
な
学
習
習
慣
の
定

着
と
学
習
の
質
の
向
上
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。
次
に
学
校
施
設
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
普
通
教
室
へ
の
電
子
黒
板

の
導
入
、
校
長
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
、
小
学
校
通
級
教
室
の
フ
ロ
ア
及
び

網
戸
の
改
修
、
中
学
校
体
育
館
の
暖
房

機
や
温
水
器
の
修
繕
な
ど
、
児
童
生
徒

や
教
職
員
が
快
適
で
安
全
に
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
環
境
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

教
育
負
担
軽
減
等
の
支
援

教
育
負
担
軽
減
等
の
支
援
に
つ
き
ま

し
て
は
、
高
等
学
校
通
学
費
補
助
、
奨

学
金
給
付
事
業
及
び
奨
学
金
返
還
支
援

事
業
、
学
校
給
食
費
の
全
額
補
助
、
就

学
援
助
な
ど
を
継
続
し
、
保
護
者
の
経

済
的
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
給
食
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
物
価

上
昇
や
食
材
費
の
高
騰
を
受
け
、
令
和

八
年
度
は
給
食
単
価
の
改
訂
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。
改
定
額
は
、
小
学
校
で

一
食
当
た
り
七
七
円
（
二
五
％
）
増
の

三
八
五
円
、
中
学
校
で
一
食
当
た
り
九

一
円
（
二
四
・
九
％
）
増
の
四
五
七
円

と
し
、
安
全
で
安
心
な
給
食
を
安
定
的

に
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。次

に
、
社
会
教
育
に
関
す
る
施
策
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

芸
術
文
化
活
動
・
社
会

教
育
講
座

芸
術
文
化
活
動
及
び
社
会
教
育
講
座

に
つ
き
ま
し
て
は
、
村
民
が
生
涯
に
わ

た
り
心
豊
か
に
学
び
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
事
業
内
容
や
実
施
方
法
の

工
夫
を
図
り
、
誰
も
が
参
加
し
や
す
い

学
習
・
交
流
機
会
の
充
実
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
人
材
の

活
用
や
関
係
団
体
と
の
連
携
を
進
め
、

多
様
な
分
野
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る

講
座
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
芸
術
文
化
に
親
し
む
機
会
の
充

実
を
図
る
た
め
、「
児
童
生
徒
芸
術
鑑

賞
会
」
や
「
劇
団
プ
ー
ク
公
演
」
の
継

続
実
施
、
文
化
団
体
へ
の
活
動
支
援
を

行
い
、
地
域
文
化
の
振
興
と
次
代
を
担

う
人
材
の
育
成
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。子

ど
も
の
居
場
所

子
ど
も
の
居
場
所
に
つ
き
ま
し
て

は
、
少
子
化
や
家
庭
環
境
の
多
様
化
が

進
む
中
、
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過

ご
し
、
人
と
の
関
わ
り
を
通
じ
て
成
長

で
き
る
環
境
の
確
保
が
一
層
重
要
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
本
村
で
は
、
放
課
後

や
長
期
休
業
中
に
お
け
る
居
場
所
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
学
習
サ
ポ

ー
ト
や
体
験
活
動
、
地
域
住
民
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

西小交通安全「青空教室」西小交通安全「青空教室」

村民文化祭村民文化祭
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な
成
長
を
支
え
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
学
童
保
育
に
加
え
、
こ
ど
も
家
庭

庁
所
管
の
「
児
童
育
成
支
援
拠
点
事

業
」
を
活
用
し
、
中
学
生
や
小
学
校
高

学
年
を
対
象
と
し
た
居
場
所
づ
く
り
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
元
団
体
・
企
業
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
連
携
し
、
地
域
の
力
を
生
か

し
た
多
様
な
学
習
・
体
験
活
動
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
茶

道
教
室
や
読
み
聞
か
せ
、
一
輪
車
教

室
、
着
衣
水
泳
、
登
校
見
守
り
、
施
設

見
学
や
職
業
体
験
、
木
育
教
室
な
ど
を

展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
学
校

と
地
域
を
つ
な
ぐ
体
制
の
充
実
を
図
る

こ
と
で
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を
育
む

学
校
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国
際
交
流
事
業

国
際
交
流
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

英
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
配
置
を

継
続
し
、
学
校
教
育
に
お
け
る
英
語
指

導
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
社
会
教

育
事
業
と
し
て
英
会
話
教
室
や
交
流
事

業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
が
英
語
や
異
文
化

に
親
し
む
機
会
を
確
保
し
、
国
際
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
学
び
の
幅
を
広

げ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ

合
衆
国
ア
ラ
ス
カ
州
ジ
ュ
ノ
ー
市
と
の

三
○
年
以
上
に
わ
た
る
交
流
の
歴
史
を

大
切
に
し
、
隔
年
で
実
施
し
て
い
る
生

徒
海
外
体
験
学
習
事
業
や
ジ
ュ
ノ
ー
市

青
少
年
団
の
訪
問
受
入
れ
を
通
し
て
、

実
体
験
を
伴
う
国
際
理
解
教
育
の
充
実

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

読
書
活
動
の
推
進

読
書
活
動
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て

は
、
村
民
が
本
に
親
し
み
、
知
識
や
感

性
を
豊
か
に
す
る
機
会
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
保
育
所
・
学

校
・
地
域
と
連
携
し
、
発
達
段
階
に
応

じ
た
読
書
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。
公
民
館
図
書
室
で
は
、
展
示
イ
ベ

ン
ト
や
絵
本
原
画
展
な
ど
の
広
域
連
携

事
業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
蔵
書
の

計
画
的
な
更
新
を
行
い
、
誰
も
が
親
し

み
や
す
い
読
書
環
境
の
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興

ス
ポ
ー
ツ
は
、
健
康
の
保
持
・
増
進

だ
け
で
は
な
く
、
世
代
間
交
流
や
地
域

の
一
体
感
を
育
む
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
ま
す
。
一
方
で
、
本
村
で
は
ス

ポ
ー
ツ
離
れ
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

連
携
し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や
関
心
に
応
じ
て
参

加
で
き
る
機
会
の
充
実
を
図
り
、
誰
も

が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

森
の
美
術
館
「
木
夢
」

の
取
り
組
み

森
の
美
術
館
「
木
夢
」
は
、
本
村
の

貴
重
な
文
化
・
教
育
資
源
で
あ
る
と
と

も
に
、
観
光
振
興
を
担
う
体
験
型
施
設

と
し
て
、
ま
た
木
育
の
推
進
や
創
作
活

動
、
交
流
の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。
入
館
者
数
が

コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
回
復
し
つ
つ
あ

る
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後
も
誘
客
拡
大

に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
の
具
体
策
と
し
て
レ
ー
ザ
ー

カ
ッ
タ
ー
加
工
機
を
導
入
し
、
木
工
体

験
や
木
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
観
光
体
験
機
能
の
強
化
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
の
開
発
を
進
め
る
こ

と
で
、
来
館
者
が
創
作
を
楽
し
み
、
木

材
へ
の
理
解
や
地
域
文
化
に
親
し
む
機

会
を
拡
大
し
、
施
設
の
魅
力
向
上
と
安

定
的
な
運
営
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
木
育
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
を
採
用

し
、
指
導
体
制
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
小
中
学
校
の
教
育
課
程
へ
の
位
置

づ
け
や
保
育
所
園
児
の
体
験
活
動
、
社

会
教
育
事
業
と
の
連
携
を
通
じ
て
、
地

域
に
根
付
い
た
特
色
あ
る
「
西
興
部
の

木
育
」
を
継
続
的
に
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
。社

会
教
育
施
設

公
民
館
や
図
書
室
を
は
じ
め
と
す
る

社
会
教
育
施
設
は
、
学
習
活
動
だ
け
で

は
な
く
、
交
流
や
地
域
活
動
の
拠
点
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま

す
。本

村
で
は
、
各
施
設
の
特
性
を
生
か

し
な
が
ら
、
講
座
や
教
室
、
文
化
活
動

の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
気

軽
に
集
い
、
学
び
合
え
る
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
、
社
会
教
育
施
設
の
多
く
は
建

設
か
ら
三
○
年
以
上
が
経
過
し
、
老
朽

化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
令
和
八
年
度

に
実
施
す
る
「
公
共
施
設
等
個
別
施
設

計
画
策
定
業
務
委
託
」
に
お
い
て
点

検
・
評
価
を
行
い
、
施
設
の
集
約
化
や

空
調
設
備
等
の
整
備
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。
あ
わ
せ

て
、
計
画
的
な
維
持
管
理
を
行
い
、
村

民
の
皆
様
が
安
心
し
て
安
全
に
利
用
で

き
る
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

結
び
に
、
学
校
教
育
と
社
会
教
育
が

相
互
に
連
携
し
、
す
べ
て
の
人
が
自
分

ら
し
さ
を
大
切
に
し
、
自
己
肯
定
感
を

持
っ
て
学
ぶ
喜
び
や
楽
し
さ
を
実
感
で

き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
を
目
指
し
て

ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
が
生
涯
に
わ
た
り
学
び

続
け
、
健
康
で
充
実
し
た
生
活
を
送
ろ

う
と
す
る
意
欲
を
育
む
教
育
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
本
村
教
育
の
さ
ら
な
る

発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
令
和
八
年
度
に
お
け
る
教
育

行
政
推
進
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
村
民
の
皆
様
並
び
に
村

議
会
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
令
和
八
年
度

教
育
行
政
執
行
方
針
と
い
た
し
ま
す
。「宮の森」自然観察会「宮の森」自然観察会

ウッディーサマースクールウッディーサマースクール
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【第1回定例会（令和8年 3月 11日招集　会期 2日間）】
■一般行政報告（菊池村長）

報告事項 報告内容

１．�工事請負契約等の締結に
ついて

令和 7年第 4回村議会定例会（12 月 12 日）以降の工事等発注状況（工事金
額等が議決要件に満たないもの）について（別表 1のとおり）

２．寄附の受納について 令和 7年 12 月 1 日から 2月末日までの寄附の受納状況
・株式会社菅原設備工業様　30 万円
・小林喜代子様（中藻在住）　5万円
・ふるさと応援寄附金　175 件　392 万 3 千円

３．土地の寄附について 寄附者：吉田良子様（西興部在住）
場　所 地目 地積（㎡） 移転登記完了日

字忍路子 28 番地 山林 94,233 令和 7年 12 月 25 日

■審議された議案等と審議結果

議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果

承認第 1号 専決処分した事件の承認
を求めることについて

令和 7年度一般会計補正予算（第 11 号）
国の物価高騰対策に伴う、生活者・事業者支援及び子
育て応援手当事業に係る経費の増額補正について審議
しました。
（補正額）4,400 万 5 千円
（補正後予算総額）30 億 6,054 万 5 千円

原案承認

承認第 2号 専決処分した事件の承認
を求めることについて

令和 7年度一般会計補正予算（第 12 号）
火災復旧等に伴うオホーツク楽器工業集塵機増設補助
金に係る増額補正について審議しました。
（補正額）500 万円
（補正後予算総額）30 億 6,554 万 5 千円

原案承認

承認第 3号 専決処分した事件の承認
を求めることについて

令和 7年度一般会計補正予算（第 13 号）
衆議院の解散に伴う、衆議院議員総選挙及び最高裁判
所裁判官国民審査の執行経費に係る増額補正について
審議しました。
（補正額）336 万 7 千円
（補正後予算総額）30 億 6,891 万 2 千円

原案承認

承認第 4号 専決処分した事件の承認
を求めることについて

令和 7年度一般会計補正予算（第 14 号）
スキー場整地用スノーモービルの修繕経費に係る増額
補正について審議しました。
（補正額）21 万 8 千円
（補正後予算総額）30 億 6,913 万円

原案承認

同意第 1号 オホーツク町村公平委員
会委員の選任について

現委員の五島巧氏が 3月 31 日で任期満了となるため、
その後任として、舟木淳次氏を委員に選任することに
同意しました。

同意決定

議案第 1号 令和 7年度西興部村一般
会計補正予算案について

一般会計補正予算（第 15 号）
年度末による予算不用額を減額するとともに、年度内
に新たに必要または不足が見込まれる予算を増額する
ほか、翌年度への繰越が必要な事業費及び村が発行す
る起債額及び利率の変更について審議しました。
（補正額）△ 6,461 万 4 千円
（補正後予算総額）30 億 451 万 6 千円

原案可決

議会通信
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議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果

議案第 2号 令和 7年度西興部村国民
健康保険事業特別会計補
正予算案について

国民健康保険事業特別会計補正予算（第 3号）
年度内の保険給付費の見込みやシステム改修費の不用
額に伴う減額補正について審議しました。
（補正額）△ 140 万 7 千円
（補正後予算総額）1億 1,312 万 7 千円

原案可決

議案第 3号 令和 7年度西興部村後期
高齢者医療特別会計補正
予算案について

後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2号）
北海道後期高齢者医療広域連合に対する納付金の額の
変更に伴う増額補正について審議しました。
（補正額）37 万円 2千円
（補正後予算総額）2,388 万円 5千円

原案可決

議案第 4号 令和 7年度西興部村介護
保険特別会計補正予算案
について

介護保険特別会計補正予算（第 3号）
年度内の各介護サービスの利用見込み等に伴う減額補
正について審議しました。
（補正額）△ 544 万円
（補正後予算総額）1億 4,366 万 9 千円

原案可決

議案第 5号 令和 7年度西興部村簡易
水道事業補正予算案につ
いて

簡易水道事業会計補正予算（第 4号）
収益的収入及び支出、資本的収入及び支出における、
それぞれの事業費の確定や執行見込みに伴う減額補正
等について審議しました。
【収益的支出】
（補正額）△ 88 万 9 千円
（補正後予算総額）8,081 万円 9千円
【資本的支出】
（補正額）△ 93 万円
（補正後予算総額）5,089 万円

原案可決

議案第 6号 令和 7年度西興部村下水
道事業補正予算案につい
て

下水道事業会計補正予算（第 4号）
収益的収入及び支出、資本的収入及び支出における、
それぞれの事業費の確定や執行見込みに伴う減額補正
のほか、本年度に発行した企業債の償還金の増額等に
ついて審議しました。
【収益的支出】
（補正額）△ 491 万 1 千円
（補正後予算総額）1億 175 万 4 千円
【資本的支出】
（補正額）214 万円
（補正後予算総額）9,433 万円

原案可決

議案第 7号 西興部村有線テレビ放送
事業負担金徴収条例を廃
止する条例の制定につい
て

人口減少及びネット社会の中にあってテレビを持たな
い家庭の増加等により、条例に規定した負担金の額を
徴収するのが難しくなってきているとともに、物価高
騰対策の一環として住民負担の軽減を図るため、本条
例を廃止することについて審議しました。
このことによって、令和 8年 4月から、有線テレビ放
送事業負担金は徴収されなくなります。

原案可決

議案第 8号 西興部村長等の損害賠償
責任の一部免責に関する
条例の制定について

住民訴訟等に係る村長等の責任は、善意でかつ重大な
過失がない場合であっても多額の損害賠償を命ぜられ
ることがあり、村長等の柔軟な職務遂行を萎縮させる
可能性があるため、損害賠償責任の一部を免責する規
定を設けるための条例の制定について審議しました。

原案可決

議案第 9号 西興部村乳児等通園支援
事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の
制定について

児童福祉法の一部改正に伴い創設された、乳児等通園
支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
制定について審議しました。

原案可決
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議案番号 議案等 議案等の内容 審議結果

議案第 10 号 児童福祉法等の一部を改
正する法律の施行に伴う
関係条例の整理に関する
条例の制定について

左記法律の施行に伴い、本村の関係条例の一部改正に
ついて審議しました。
○�西興部村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事
業の運営に関する基準を定める条例
○�西興部村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する
基準を定める条例
○�西興部村放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例

原案可決

議案第 11 号 西興部村公営住宅の設置
及び管理に関する条例等
の一部を改正する条例の
制定について

「興部警察署長」を「管轄の警察署長」に変更するな
ど、条例中の文言を整理するため、関連する条例の一
部改正について審議しました。
○西興部村公営住宅の設置及び管理に関する条例
○西興部村特定公共賃貸住宅管理条例
○西興部村単身者住宅使用条例
○村営住宅使用条例
○西興部村教職員住宅管理条例

原案可決

議案第 12 号 西興部村過疎地域持続的
発展市町村計画について

計画期間が令和 7年度末で終了するため、新たに令和
8年度から12年度までの5ヶ年を計画期間とする西興
部村過疎地域持続的発展市町村計画の策定について審
議しました。

原案可決

議案第 13 号
～

議案第 19 号

公の施設の管理を行わせ
る指定管理者の指定につ
いて

以下の公の施設について、引き続き管理する指定管
理者の指定について審議しました。
○奥興部会館 （奥興部地区会）
○札滑会館　 （札滑地区会）
○六興地区集落センター（中興部地区会）
○中藻地区集落センター（中藻地区会）
○上藻地区生活改善センター 　（上藻地区会）
○西興部村活性化センターリム （株式会社森夢）
○鹿公園　 　（西興部村養鹿研究会）
（指定管理期間：Ｒ 8.4.1 ～Ｒ 13.3.31　＊ 5年間）

原案可決

議案第 20 号 村道の路線変更について 天北跨線橋の撤去に伴う道路改良により、必要が生じ
た村道（越中団体道路）の路線変更について審議しま
した。

原案可決

議案第 21 号
～

議案第 26 号

令和 8年度西興部村各会
計予算案について

令和 8年度各会計（一般会計・3特別会計・2事業会計）
の審議については、付託された予算特別委員会で審査
を行い、委員会で可決された後、本会議を再開し、大原
委員長から原案可決すべきとの報告がなされました。
○一般会計	 27 億 7,000 万円
○国民健康保険事業特別会計	 1 億 970 万円
○後期高齢者医療特別会計	 2,786 万円
○介護保険特別会計	 1 億 4,315 万円
○簡易水道事業会計
（収益的収入及び支出）	 7,048 万 1 千円
（資本的支出）	 5,699 万 2 千円
○下水道事業会計
（収益的収入及び支出）	 9,979 万円
（資本的支出）	 8,047 万 3 千円

原案可決

別表1　工事請負契約等の締結について
入 札 等
執行年月日 工　事　名　等 相　手　側 締　結

年月日
工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R7.12.23 子ども子育て支援金制度の施行に
伴う国民健康保険システム改修 ㈱コンピュータビジネス R712.23 R8.3.31 1,694,000 1,738,000

R7.12.23 子ども子育て支援金制度の施行に
伴う後期高齢者医療システム改修 ㈱コンピュータビジネス R7.12.23 R8.3.31 1,034,000 1,056,000
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入 札 等
執行年月日 工　事　名　等 相　手　側 締　結

年月日
工期限
年月日

契約金額
（円）

予定価格
（円）

R7.12.25 村 有 林 皆 伐 事 業 オ ホ ー ツ ク
中 央 森 林 組 合 R7.12.25 R8.3.27 6,490,000 6,574,700

R8.1.26 三連梯子一式（物品購入事業） ㈱ 北 海 道 モ リ タ R8.1.27 R8.3.31 1,254,000 1,404,700

R8.1.28 レ ン ト ゲ ン 装 置 画 像
集 積 コ ン ソ ー ル 修 繕 ㈱ムトウ遠紋支店 R8.1.28 R8.3.31 1,298,000 1,320,000

R8.1.29 下 水 道 終 末 処 理 場 管 理 棟
非 線 形 耐 震 診 断 委託業務

㈱ 日 水 コ ン
北 海 道 支 所 R8.1.29 R9.2.22 32,450,000 34,595,000

第
一
回
定
例
会

一
般
質
問

■
西
興
部
村
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

�

（
質
問
者　

吉
水
一
男
議
員
）

西
興
部
村
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
ご

質
問
い
た
し
ま
す
。

平
成
の
市
町
村
合
併
が
あ
り
、
こ
の

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
内
に
お
い
て

も
市
町
村
合
併
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東

藻
琴
村
と
女
満
別
町
で
大
空
町
と
な

り
、
端
野
町
、
留
辺
蘂
町
、
常
呂
町
と

北
見
市
が
合
併
し
、
生
田
原
町
、
丸
瀬

布
町
、
白
滝
村
と
遠
軽
町
が
合
併
し
、

湧
別
町
と
上
湧
別
町
が
合
併
し
湧
別
町

と
な
り
ま
し
た
。
西
興
部
村
も
当
時
合

併
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
前
村
長
は

早
め
に
「
自
主
・
自
立
の
道
」
を
表
明

し
ま
し
た
。
前
村
長
が
自
主
・
自
立
の

道
を
表
明
で
き
た
理
由
は
、
村
に
は
多

く
の
基
金
の
積
み
立
て
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
基
金
は
元
村
長
、
前
村
長
の

手
腕
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
か
ら
北
見
市
の
財
政
悪
化
が
新

聞
報
道
さ
れ
て
お
り
、
最
大
の
要
因
は

一
市
三
町
の
合
併
に
あ
る
、
と
新
聞
報

道
が
あ
り
公
共
施
設
の
廃
止
や
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
縮
減
、
さ
ら
に
は
職
員
給
与

を
令
和
七
年
度
か
ら
三
年
間
据
え
置
き

と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
湧

別
町
で
も
新
し
い
役
場
の
建
設
に
つ
い

て
賛
成
派
反
対
派
と
町
を
二
分
す
る
町

長
選
挙
と
な
り
や
は
り
財
政
状
況
に
つ

い
て
が
争
点
と
な
っ
て
お
り
現
在
も
論

争
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
新
聞

に
よ
り
ま
す
と
中
空
知
地
区
の
芸
術
文

化
の
拠
点
だ
っ
た
滝
川
市
文
化
セ
ン
タ

ー
の
大
ホ
ー
ル
が
老
朽
化
で
使
え
な
く

な
っ
て
約
五
年
と
な
り
、
や
は
り
財
政

事
情
か
ら
先
が
見
通
せ
な
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
市
町
村
合
併
で

財
政
が
悪
化
し
た
所
、
合
併
で
は
な
い

け
れ
ど
財
政
が
悪
化
し
て
い
る
所
、
合

併
後
の
大
型
事
業
を
計
画
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
財
政
悪
化
を
懸
念
し
て
い
る
所

と
全
道
各
市
町
村
は
財
政
に
つ
い
て
懸

命
に
努
力
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
西
興
部
村
の
財
政
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
今
後

村
民
が
心
配
せ
ず
に
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
け
る
の
か
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
答
弁　

菊
池
村
長
）

た
だ
い
ま
の
、
吉
水
議
員
の
ご
質
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

議
員
が
言
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、
最
近

は
自
治
体
の
財
政
悪
化
問
題
が
マ
ス
コ

ミ
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
財
政
状

況
が
厳
し
さ
を
増
す
要
因
は
、
各
市
町

村
に
よ
り
状
況
が
異
な
り
、
共
通
す
る

部
分
と
し
て
は
、
人
口
の
減
少
、
公
共

施
設
や
道
路
、
上
下
水
道
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
の
老
朽
化
、
新
た
な
施
設
整
備
に

お
け
る
建
設
費
の
高
騰
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
特
に
、
数
多
く
あ
る
公
共
施

設
は
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
人
口
減

少
に
合
わ
せ
て
面
積
を
縮
小
し
て
い
か

な
け
れ
ば
、
近
い
将
来
維
持
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
国
も
地
方
公

共
団
体
に
対
し
て
施
設
の
廃
止
や
集
約

化
な
ど
を
要
請
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
ご
質
問
の
「
西
興
部
村
の
財

政
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
、
今
後
村
民
が
心
配
せ
ず
に
暮
ら
し

て
い
け
る
の
か
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま

す
が
、
地
方
公
共
団
体
財
政
健
全
化
法

に
基
づ
く
、
実
質
公
債
費
比
率
な
ど
四

つ
の
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い
ず
れ
も
数

値
が
基
準
よ
り
下
回
っ
て
い
る
か
、
数

値
が
現
れ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
の

で
、
現
状
何
ら
問
題
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
物
価
高
や

燃
料
費
高
騰
の
ほ
か
、
に
し
お
こ
っ
ぺ

福
祉
会
や
ホ
テ
ル
森
夢
へ
の
運
営
補
助

金
、
沿
線
自
治
体
で
赤
字
負
担
し
て
い

る
名
寄
線
代
替
バ
ス
運
営
協
議
会
負
担

金
も
年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
役
場
庁
舎
の
ほ
か
、
Ｊ
Ｒ
名
寄
本

線
廃
線
後
に
建
設
し
た
ホ
テ
ル
森
夢
や

森
の
美
術
館
「
木
夢
」
な
ど
の
大
型
施

設
が
建
設
か
ら
三
〇
年
を
経
過
し
、
大

規
模
改
修
が
必
要
な
時
期
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
公
営
住
宅
等
も
今
後

一
〇
年
以
内
に
半
数
の
建
物
が
耐
用
年

数
を
超
え
て
更
新
時
期
を
迎
え
る
な
ど

の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

本
村
の
財
政
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、

い
わ
ゆ
る
平
成
の
市
町
村
合
併
問
題
に

お
い
て
、
単
独
で
歩
む
道
を
選
択
し
た

理
由
の
一
つ
に
、
多
く
の
基
金
を
抱
え

て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

備
荒
資
金
組
合
納
付
金
も
含
め
た
基

金
残
高
は
平
成
一
一
年
度
か
ら
平
成
一

九
年
度
ま
で
は
約
六
○
億
円
台
で
、
そ

の
後
基
金
残
高
が
増
え
続
け
、
平
成
二

七
年
度
の
ピ
ー
ク
時
に
は
七
五
億
円
と

な
り
ま
し
た
が
、
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
の

建
設
や
情
報
通
信
基
盤
整
備
、
特
養
興

楽
園
の
増
床
な
ど
の
借
り
入
れ
に
よ
り

実
質
公
債
費
比
率
が
上
昇
し
た
こ
と
か

ら
、
そ
の
対
策
と
し
て
減
債
基
金
八
億

円
を
繰
り
入
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
の
改
修
等
の
財
源

と
し
て
公
共
施
設
整
備
事
業
基
金
で
四

億
円
、
に
し
お
こ
っ
ぺ
福
祉
会
の
運
営

補
助
金
等
の
財
源
と
し
て
社
会
福
祉
事

業
基
金
で
三
億
円
を
繰
り
入
れ
た
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
令
和
六
年
度
末
の
基
金

残
高
は
六
三
億
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
地
方
債
借
入
残
高
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
一
三
年
度
の
六
五
億
円

を
ピ
ー
ク
と
し
て
、
事
業
規
模
に
よ
り

年
度
で
借
入
額
が
増
減
い
た
し
ま
す

が
、
平
成
三
○
年
度
か
ら
は
減
少
に
転

じ
て
お
り
ま
す
。

令
和
六
年
度
末
の
地
方
債
残
高
は
約

四
○
億
円
で
、
こ
の
う
ち
過
疎
債
な
ど

後
年
度
に
お
い
て
普
通
交
付
税
で
措
置

さ
れ
る
額
を
除
い
た
実
質
的
な
負
担
額

は
約
一
六
億
円
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
に



広報にしおこっぺ （14）

し
お
こ
っ
ぺ
福
祉
会
へ
の
運
営
補
助
金

や
公
共
施
設
の
老
朽
化
な
ど
、
財
政
に

影
響
が
及
ぶ
も
の
も
あ
り
ま
す
こ
と
か

ら
、
福
祉
会
に
対
し
て
よ
り
一
層
の
経

営
努
力
を
促
す
と
と
も
に
、
公
共
施
設

等
個
別
施
設
計
画
及
び
公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
施
設
の

集
約
や
廃
止
も
含
め
、
計
画
的
な
改
修

や
事
業
費
の
平
準
化
を
図
っ
て
参
り
ま

す
。
ま
た
、
必
要
な
事
業
の
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、
補
助
金
の
確
保
、
過
疎
債

な
ど
有
利
な
地
方
債
の
借
入
れ
、
備
荒

資
金
組
合
納
付
金
を
含
め
た
基
金
の
有

効
活
用
、
効
率
的
な
業
務
の
遂
行
に
よ

る
経
費
削
減
な
ど
の
ほ
か
、
今
後
の
人

口
減
少
を
見
据
え
、
歳
入
規
模
に
見
合

っ
た
予
算
編
成
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。い

ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
現
在

の
財
政
状
況
を
見
る
限
り
、
当
分
の
間

は
危
機
的
な
状
態
に
陥
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ
か
ら
先
も
村
民
の

皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
堅
実
な
財
政
運
営
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

以
上
申
し
上
げ
、
吉
水
議
員
の
ご
質

問
に
対
す
る
答
弁
と
い
た
し
ま
す
。

�

（
再
質
問　

吉
水
一
男
議
員
）

当
分
の
間
、
危
機
的
な
状
況
に
陥
る

こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
安
心

い
た
し
ま
し
た
。

ず
い
ぶ
ん
前
で
す
が
、
夕
張
市
が
財

政
破
綻
し
て
財
政
再
建
団
体
と
な
り
、

北
見
市
も
三
○
億
円
の
収
支
が
合
わ
な

い
と
、
ま
た
、
室
蘭
市
は
市
立
病
院
を

閉
鎖
し
な
い
と
夕
張
市
の
よ
う
な
状
況

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て
も
、
住
民

か
ら
す
る
と
負
担
が
大
き
く
な
る
わ
け

で
、
急
な
こ
と
だ
と
大
変
迷
惑
な
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

基
金
残
高
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
八

年
度
の
七
五
億
円
が
令
和
六
年
度
で
は

六
三
億
円
に
、
令
和
八
年
度
予
算
説
明

資
料
に
よ
り
ま
す
と
、
令
和
八
年
度
末

に
は
五
八
億
円
と
な
る
見
込
み
の
よ
う

で
す
。

そ
こ
で
、
新
年
度
予
算
の
事
業
に
つ

い
て
の
財
源
を
基
金
に
頼
る
こ
と
な

く
、
既
存
の
事
業
の
見
直
し
な
ど
を
行

い
、
創
意
工
夫
し
て
予
算
を
執
行
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

�
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答
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菊
池
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本
村
に
つ
き
ま
し
て
は
、
基
金
の
積

み
立
て
が
他
の
市
町
村
よ
り
も
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
合
併
で
は
な
く
、
自

立
す
る
道
を
選
び
、
現
在
に
至
っ
て
お

り
ま
す
。

私
は
平
成
二
七
年
に
村
長
に
就
任
し

て
以
来
、
村
民
に
恩
恵
が
行
き
届
く
、

村
民
の
夢
叶
う
村
づ
く
り
を
掲
げ
ま
し

て
、
ハ
ー
ド
的
な
建
設
事
業
を
始
め
、

奨
励
金
や
助
成
金
な
ど
の
補
助
制
度
の

新
設
や
拡
充
を
し
な
が
ら
ソ
フ
ト
事
業

の
充
実
に
も
努
め
、
多
岐
に
渡
っ
て
取

り
組
み
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
い
わ
ゆ
る
村
の
貯
金
で
あ

り
ま
す
基
金
は
約
一
一
億
ほ
ど
減
少
し

て
お
り
ま
す
が
、
一
方
で
借
金
で
も
あ

り
ま
す
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
同
様
に

一
一
億
円
程
度
減
少
し
て
お
り
ま
し

て
、
そ
の
差
額
に
つ
い
て
は
一
一
年
前

と
ほ
ぼ
同
額
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

私
は
予
算
編
成
す
る
う
え
で
、
こ
の

差
額
を
常
に
保
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
の
思
い
で
、
村
政
に
取
り
組

ん
で
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
と
は
時
代
背
景
も
違
っ
て
お
り
、
公

共
施
設
を
矢
継
ぎ
早
に
建
設
で
き
た
華

や
か
な
時
代
か
ら
、
今
は
そ
れ
ら
を
維

持
管
理
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
厳
し
い
時
代
に
な
っ
て
お
り
ま

す
し
、
加
え
て
、
人
口
減
少
が
急
速
に

進
み
、
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
以
前

と
は
大
き
く
違
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度

の
予
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
必
要
な
事

業
、
継
続
す
べ
き
事
業
を
絞
っ
て
予
算

編
成
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

て
、
そ
の
中
で
も
、
に
し
お
こ
っ
ぺ
福

祉
会
へ
の
支
援
や
施
設
の
維
持
管
理

費
、
ま
た
、
国
で
進
め
て
お
り
ま
す
行

政
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
デ
ジ
タ
ル
化

に
つ
い
て
も
負
担
金
が
大
き
く
な
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
予
算
額
と
し
て
は
現

状
と
し
て
は
最
小
限
で
は
な
い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
、
開
村
一
○
○
周
年
を
迎
え
ま

し
た
が
、
今
後
も
行
政
と
村
民
が
手
を

取
り
合
い
な
が
ら
、
協
働
の
力
で
様
々

な
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
を
し
な
が

ら
、
村
民
の
皆
様
が
い
つ
ま
で
も
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

■
公
共
施
設
見
学
に
つ
い
て

�

（
質
問
者　

大
原
敏
彦
議
員
）

公
共
施
設
見
学
に
つ
い
て
質
問
し
ま

す
。菊

池
村
長
が
任
期
中
に
実
施
し
た
公

共
施
設
、
特
に
第
一
次
産
業
を
支
え
る

施
設
と
し
て
、
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

施
設
及
び
バ
イ
オ
ガ
ス
余
剰
熱
施
設
、

子
育
て
親
子
の
交
流
の
場
と
し
て
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
里
住
夢
」
な
ど

を
村
民
の
皆
様
に
見
学
し
て
も
ら
い
、

現
在
の
運
営
状
況
や
村
に
と
っ
て
の
必

要
性
な
ど
を
お
話
し
し
、
施
設
の
理
解

と
関
心
を
深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

参
加
者
か
ら
ご
意
見
・
感
想
を
い
た
だ

き
、
今
後
の
村
政
運
営
に
反
映
さ
せ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

�
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答
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菊
池
村
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）

た
だ
い
ま
の
、
大
原
議
員
の
ご
質
問

に
お
答
え
し
ま
す
。

公
共
施
設
の
見
学
に
つ
き
ま
し
て

は
、
議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
村
民
の

皆
さ
ま
に
施
設
の
役
割
や
現
在
の
運
営

状
況
、
そ
し
て
村
に
と
っ
て
の
必
要
性

を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
行
政

の
透
明
性
向
上
や
村
政
へ
の
関
心
を
高

め
る
う
え
で
大
変
有
意
義
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
。

公
共
施
設
は
税
金
で
運
営
さ
れ
る
住

民
皆
さ
ん
の
財
産
で
す
。

内
部
を
公
開
す
る
こ
と
は
、
普
段
見

ら
れ
な
い
設
備
や
管
理
の
裏
側
を
公
開

す
る
こ
と
で
、
適
正
な
運
営
を
示
せ
る

こ
と
や
、
情
報
を
開
示
す
る
姿
勢
は
、

信
頼
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

し
、
ま
た
、
見
学
会
は
、
施
設
を
「
自

分
た
ち
の
財
産
」
と
し
て
捉
え
る
き
っ

か
け
と
も
な
り
、
施
設
の
役
割
や
職
員

の
思
い
を
知
る
こ
と
で
、
丁
寧
に
使
お

う
と
い
う
意
識
の
高
ま
り
や
利
用
マ
ナ

ー
の
向
上
も
期
待
さ
れ
ま
す
。
特
に
、

村
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農
の
支
援
施

設
で
あ
る
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
や
バ

イ
オ
ガ
ス
余
剰
熱
施
設
、
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
「
里
住
夢
」
な
ど
、
村
の
特

色
あ
る
取
組
や
日
常
的
に
利
用
さ
れ
て

い
る
施
設
に
つ
い
て
、
実
際
に
見
て
い

た
だ
く
こ
と
は
、
村
の
現
状
を
共
有

し
、
今
後
の
方
向
性
を
考
え
る
う
え
で

も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
、
見
学
会
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
安
全
確
保
や
受
入
れ
体
制
の
整

備
、
住
民
の
意
向
な
ど
、
検
討
す
べ
き

点
も
ご
ざ
い
ま
す
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
つ
つ
、
み
か
ん
栽
培
ハ
ウ
ス

で
の
幼
児
、
児
童
を
対
象
と
し
た
親
子

に
よ
る
収
穫
体
験
や
堆
肥
の
譲
渡
、

「
里
住
夢
」
を
利
用
し
た
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
に
よ
る
公
演
な
ど
イ
ベ
ン

ト
性
を
持
た
せ
、
ど
の
よ
う
な
形
で
住



広報にしおこっぺ（15）

■
「
児
童
扶
養
手
当
」
制
度
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は
、
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
促

進
し
、
児
童
の
健
や
か
な
成
長
を
助
け

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ
る
手

当
で
す
。

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
、
一
定
以
下
の
所
得
で
基
準
の
条
件

に
当
て
は
ま
る
児
童
（
18
歳
に
達
す
る

日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
者
）
を
養
育
し
て
い
る
父
又
は

母
や
、
父
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
児
童
の
心
身
に
中
程
度
以
上

の
障
が
い
が
あ
る
場
合
は
、
20
歳
未
満

ま
で
手
当
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◯
令
和
８
年
度
の
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

令
和
８
年
度
の
児
童
扶
養
手
当
の
手

当
額
が
、
令
和
７
年
度
物
価
変
動
率

（
＋
２
・
７
％
）
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
改
定
さ
れ
ま
す
。

・
令
和
７
年
度
（
月
額
）

【
本
体
額
】

全
部
支
給　

４
６
、
６
９
０
円

一
部
支
給　

１
１
、
０
１
０
円
～

　
　
　
　
　

４
６
、
６
８
０
円

【
第
２
子
以
降
加
算
額
】

全
部
支
給　

１
１
、
０
３
０
円

一
部
支
給　
　

５
、
５
２
０
円
～

　
　
　
　
　

１
１
、
０
２
０
円

・
令
和
８
年
度
（
月
額
）

【
本
体
額
】

全
部
支
給　

４
８
、
０
５
０
円

一
部
支
給　

１
１
、
３
４
０
円
～

　
　
　
　
　

４
８
、
０
４
０
円

【
第
２
子
以
降
加
算
額
】

全
部
支
給　

１
１
、
３
５
０
円

一
部
支
給　
　

５
、
６
８
０
円
～

　
　
　
　
　

１
１
、
３
４
０
円

■
「
特
別
児
童
扶
養
手
当
」
制
度
に
つ
い
て

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度
と
は
、
身

体
又
は
精
神
に
障
が
い
を
有
す
る
児
童

を
養
育
す
る
父
母
等
に
手
当
を
支
給
す

る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
支
給
さ
れ

る
手
当
で
す
。

手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
、
20
歳
未
満
の
身
体
又
は
精
神
に
障

が
い
を
有
す
る
児
童
を
家
庭
で
養
育
し

て
い
る
父
母
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

◯
令
和
８
年
度
の
手
当
額
が
変
わ
り
ま
す

令
和
８
年
度
特
別
児
童
扶
養
手
当
額

が
、
令
和
７
年
度
物
価
変
動
率
（
＋

２
・
９
％
）
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り

改
定
さ
れ
ま
す
。

・
令
和
７
年
度
（
月
額
）

【
特
別
児
童
手
当
】

１
級　

５
６
、
８
０
０
円

２
級　

３
７
、
８
３
０
円

・
令
和
８
年
度
（
月
額
）

【
特
別
児
童
手
当
】

１
級　

５
８
、
４
５
０
円

２
級　

３
８
、
９
３
０
円

■
西
興
部
村
合
葬
墓
の
利
用
を
受
け
付

け
て
い
ま
す

令
和
４
年
度
に
血
縁
に
関
係
な
く
複

数
の
方
の
遺
骨
を
一
緒
に
埋
蔵
す
る
合

葬
墓
が
完
成
し
、
使
用
許
可
申
請
を
随

時
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
合
葬
墓
は

村
が
管
理
し
ま
す
の
で
、
お
墓
の
承
継

や
将
来
の
無
縁
化
の
心
配
が
あ
り
ま
せ

ん
。
合
葬
墓
使
用
の
要
件
、
使
用
料
、

申
請
か
ら
納
骨
ま
で
の
流
れ
な
ど
に
つ

い
て
は
、
西
興
部
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
左
記
担
当
係
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

合
葬
墓
の
使
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、「
死
体
埋
火
葬
許
可
証
」
又
は

「
改
葬
許
可
書
」
等
の
必
要
書
類
を
添

え
て
、
左
記
担
当
係
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
一
度
納
骨
す
る
と
、
焼
骨
を

取
り
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

利
用
を
希
望
す
る
際
は
家
族
や
親
族
な

ど
と
よ
く
相
談
の
う
え
、
申
請
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◯
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

西
興
部
村
役
場
住
民
生
活
課
環
境
係

電
話　

８
７
︱
２
１
１
４

【
役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

各
種
お
し
ら
せ

民
の
皆
さ
ま
に
見
学
の
機
会
を
提
供
で

き
る
か
協
議
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
施
設
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
も

Ｎ
Ｃ
Ｎ
放
送
に
よ
る
情
報
伝
達
や
動
画

配
信
な
ど
、
村
政
へ
の
関
心
に
結
び
つ

く
広
報
活
動
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
参

り
ま
す
。
見
学
を
通
じ
て
い
た
だ
い
た

ご
意
見
や
ご
感
想
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
の
村
政
運
営
の
参
考
と
し
て
活
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
今
後
も
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
村
政
へ
の
理
解

と
参
加
が
進
む
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

�
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見
学
会
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
手
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
見

学
す
る
施
設
に
よ
っ
て
、
対
象
と
す
る

住
民
を
絞
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
そ
の
中
で
、
施
設
の
運
営
上
の

課
題
な
ど
に
つ
い
て
も
住
民
に
も
理
解

を
し
て
も
ら
う
こ
と
も
、
見
学
会
の
重

要
な
目
的
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

�

（
再
答
弁　

菊
池
村
長
）

バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
施
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
農
家
の
方
々
が
実
際
の
利

用
に
加
え
て
運
営
も
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
関
係
者
の
皆
様
に
と
っ
て
は
、

施
設
の
理
解
と
効
果
は
十
分
に
認
識
さ

れ
て
い
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す

し
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
里
住

夢
」
に
つ
き
ま
し
て
も
、
親
子
の
交
流

の
場
と
し
て
子
ど
も
を
持
つ
親
御
さ
ん

に
は
、
必
要
性
等
は
十
分
理
解
さ
れ
て

い
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
公
共
施
設
に
つ
き
ま
し
て

は
、
村
民
の
皆
様
の
要
望
に
基
づ
い
て

建
設
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

行
政
と
し
て
は
、
施
設
を
建
設
し
た
り

補
助
制
度
を
創
設
し
た
当
初
は
広
く
周

知
す
る
の
で
す
が
、
そ
の
後
の
利
活
用

状
況
な
ど
は
、
な
か
な
か
発
信
が
不
十

分
と
も
感
じ
て
お
り
ま
す
。
村
に
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
い
っ
た
素
晴
ら
し

い
媒
体
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
の

周
知
方
法
も
そ
う
で
す
し
、
各
施
設

が
、
ほ
ぼ
一
〇
年
以
上
た
っ
て
い
る
中

で
、
ど
れ
だ
け
の
ご
意
見
が
あ
る
の
か

と
い
う
の
も
含
め
て
内
部
で
検
討
す
る

と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
懇
談
会
の
場

な
ど
で
、
村
民
の
皆
様
か
ら
そ
う
い
っ

た
ご
要
望
・
ご
意
見
が
あ
れ
ば
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。



広報にしおこっぺ （16）

■
空
家
等
解
体
撤
去
事
業
推
進
補
助
金

・
内
容

村
内
の
空
家
等
問
題
の
解
消
を
図
る

た
め
、
従
前
ま
で
は
「
西
興
部
村
空
き

家
情
報
登
録
制
度
」
に
登
録
を
行
い
、

一
定
期
間
（
１
年
間
）
申
込
み
が
な
い

利
活
用
の
見
込
み
が
な
い
物
件
を
対
象

に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
令
和
８
年
４

月
１
日
か
ら
は
そ
の
要
件
を
撤
廃
し
、

本
事
業
を
活
用
し
や
す
い
よ
う
拡
充
し

ま
し
た
。

・
対
象
物
件

今
後
も
利
活
用
の
見
込
み
が
な
い
住

宅
等
（
特
定
空
家
に
該
当
し
な
い
住

宅
）

・
補
助
金
額

空
き
家
の
解
体
、
運
搬
、
処
分
に
要

す
る
経
費
×
２
分
の
１

上
限
１
０
０
万
円

※�

他
の
補
助
金
を
受
け
る
場
合
は
対

象
外

※�

所
有
者
等
が
直
営
で
解
体
工
事
を

施
工
す
る
場
合
は
対
象
外

※�

予
算
の
範
囲
内
で
の
採
択
と
な
り

ま
す

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
総
務
課
企
画

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
買
い
物
等
バ
ス
利
用
支
援
事
業

重要

今
年
度
も
実
施
し
ま
す
！

過
去
に
補
助
申
請
し
た
方
も
対
象
に

な
り
ま
す
!!

・
内
容

か
ね
て
か
ら
住
民
懇

談
会
の
場
で
要
望
の
多

か
っ
た
買
い
物
な
ど
を

目
的
と
し
た
バ
ス
利
用

を
支
援
す
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
で

あ
る
名
士
バ
ス
（
名
寄
線
代
替
バ
ス
）

の
乗
車
代
を
助
成
し
ま
す
。

・
補
助
対
象
者

名
士
バ
ス
停
留
所
の
「
忍
路
子
入

口
」
か
ら
「
中
学
校
」
ま
で
を
除
く
停

留
所
か
ら
、
名
士
バ
ス
を
利
用
し
て
西

興
部
市
街
地
に
買
い
物
等
に
来
る
方

で
、
世
帯
に
お
い
て
車
を
所
有
し
て
い

な
い
方
。
た
だ
し
、
通
勤
な
ど
生
活
支

援
に
該
当
し
な
い
場
合
を
除
き
ま
す
。

・
補
助
金

最
寄
り
の
バ
ス
停
か
ら
西
興
部
市
街

地
ま
で
の
回
数
券
11
枚
綴
り
４
冊
分
又

は
23
枚
綴
り
２
冊
分
を
上
限
に
補
助
し

ま
す
。

・
補
助
金
申
請
の
方
法

回
数
券
を
購
入
し
た
際
の
領
収
書
を

申
請
書
に
添
付
し
て
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※�

回
数
券
は
名
士
バ
ス
西
興
部
村
発

券
所
「
吉
水
」
宅
で
購
入
で
き
ま

す
。

※�

随
時
受
付

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
総
務
課
企
画

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
就
業
促
進
移
転
費
用
支
援
事
業

・
内
容

全
国
的
に
働
き
手
が
不
足
す
る
中
、

村
内
の
事
業
所
等
に
就
業
す
る
人
材
確

保
の
支
援
の
一
環
と
し
て
、
就
業
を
目

的
と
し
て
新
た
に
転
入
し
た
者
に
対
し

て
、
そ
の
転
入
の
際
に
要
し
た
引
っ
越

し
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
補
助
対
象
者

村
内
事
業
所
等
へ
の
就
業
を
目
的
と

し
て
転
入
し
て
住
民
登
録
を
行
い
、
継

続
し
て
３
年
以
上
本
村
に
居
住
す
る
意

思
が
あ
る
者
。

た
だ
し
、
転
勤
等
に
よ
る
一
時
的
な

就
業
及
び
本
村
の
他
の
制
度
に
よ
り
補

助
等
を
受
け
て
い
る
者
は
除
く
。

・
補
助
金

①�

引
越
業
者
に
支
払
っ
た
費
用
の
４

分
の
３
以
内
、
道
内
者
10
万
円
、

道
外
者
15
万
円
を
上
限
に
補
助
す

る
。

②�

世
帯
に
配
偶
者
及
び
高
校
生
以
下

の
子
ど
も
が
い
る
場
合
は
、
１
人

に
つ
き
３
万
円
を
上
限
に
①
に
加

算
す
る
。

・
補
助
金
申
請
の
方
法

引
越
業
者
又
は
運
送
業
者
等
に
支
払

っ
た
領
収
書
（
レ
ン
タ
カ
ー
を
用
い
て

自
ら
引
っ
越
し
を
行
っ
た
場
合
は
レ
ン

タ
カ
ー
代
と
し
て
支
払
っ
た
費
用
）、

補
助
金
の
振
り
込
み
先
が
分
か
る
通
帳

等
の
コ
ピ
ー
を
申
請
書
に
添
付
し
て
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※�

申
請
は
転
入
日
か
ら
90
日
以
内
に

申
請
す
る
こ
と
。

詳
し
く
は
、
役
場
企
画
総
務
課　

企

画
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
『
春
の
火
災
予
防
運
動
』
が
始
ま
り

ま
す
！

春
の
火
災
予
防
運
動
が
４
月
20
日
か

ら
30
日
ま
で
、
全
道
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す

い
時
期
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
住
民
の

皆
様
に
防
火
に
関
す
る
意
識
や
行
動
力

を
高
め
て
頂
く
こ
と
で
、
火
災
の
発
生

を
未
然
に
防
止
し
、
万
が
一
発
生
し
た

場
合
に
も
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ

と
に
よ
り
、
尊
い
命
と
貴
重
な
財
産
の

損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥

し
風
の
強
い
日
が
増
え
る
な
ど
、
ち
ょ

っ
と
し
た
火
の
取
扱
い
や
不
始
末
等
に

よ
り
思
わ
ぬ
火
災
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
次
の

事
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
。

・�

料
理
中
な
ど
に
火
元
か
ら
離
れ
る
際

は
必
ず
火
を
消
す
。

・�

タ
コ
足
配
線
は
せ
ず
、
配
線
器
具
周

り
に
ホ
コ
リ
が
留
ま
ら
な
い
よ
う
に

定
期
的
に
掃
除
す
る
。

な
お
火
災
予
防
運
動
期
間
中
は
、
広

報
車
に
よ
る
広
報
活
動
や
消
防
団
員
等

に
よ
る
防
火
査
察
を
実
施
致
し
ま
す
の

で
、
住
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
令
和
７
年
中
の
火
災
状
況
に
つ
い
て

令
和
７
年
、
紋
別
地
区
消
防
組
合
内

に
お
け
る
火
災
件
数
は
16
件
で
、
内
訳

と
し
て
は
、
建
物
火
災
９
件
・
車
両
火

災
２
件
・
そ
の
他
３
件
・
林
野
火
災
２

件
で
、
死
者
０
名
、
傷
病
者
１
名
で
し

た
。
火
災
原
因
別
で
は
ス
ト
ー
ブ
、
煙

突
・
煙
道
か
ら
の
火
災
が
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
常
の
火
災
に
対
す
る
注
意
を
心
掛

け
、
今
後
も
火
災
の
無
い
安
心
・
安
全

な
村
づ
く
り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
消
防
か
ら
の
お
し
ら
せ
】
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■
令
和
８
年
度
年
金
出
張
相
談
所
開
設

の
お
知
ら
せ

・
日
時

４
月
15
日
㈬
13
時
00
分
～
17
時
00
分

４
月
16
日
㈭
９
時
00
分
～
14
時
30
分

６
月
17
日
㈬
13
時
00
分
～
17
時
00
分

６
月
18
日
㈭
９
時
00
分
～
14
時
30
分

８
月
26
日
㈬
13
時
00
分
～
17
時
00
分

８
月
27
日
㈭
９
時
00
分
～
14
時
30
分

10
月
14
日
㈬
13
時
00
分
～
17
時
00
分

10
月
15
日
㈭
９
時
00
分
～
14
時
30
分

12
月
９
日
㈬
13
時
00
分
～
17
時
00
分

12
月
10
日
㈭
９
時
00
分
～
14
時
30
分

２
月
17
日
㈬
13
時
00
分
～
17
時
00
分

２
月
18
日
㈭
９
時
00
分
～
14
時
30
分

・
場
所　

紋
別
市
民
会
館

（
紋
別
市
潮
見
町
１
丁
目
）

・
相
談
予
約

相
談
は
「
予
約
制
」
で
す
。
相
談
開

設
日
の
１
ヶ
月
前
か
ら
予
約
受
付
で
き

ま
す
の
で
、
北
見
年
金
事
務
所
お
客
様

相
談
室
ま
で
お
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
お
問
い
合
わ
せ
先

北
見
年
金
事
務
所　

お
客
様
相
談
室

電
話　

０
１
５
７
︱
２
５
︱
８
７
０
３

（
自
動
音
声
案
内
１
→
２
）

■
仕
事
・
生
活
困
り
ご
と
無
料
出
張
相

談
（
事
前
予
約
要
）
の
日
程

オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
「
ふ
く

ろ
う
」
で
は
、
皆
さ
ん
の
困
り
ご
と
に

対
し
て
、
無
料
出
張
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

10
時
～
15
時
の
間
で
相
談
を
行
い
、

事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。
な
お
、
前
日
12
時
迄
に
ご
予
約
が

な
い
場
合
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

・
場
所　

西
興
部
村
公
民
館　

会
議
室

・
時
間　

10
時
00
分
～
15
時
00
分

　
　
　
　
（
事
前
予
約
制
）

・
相
談
内
容

　

仕
事
・
生
活
相
談
等
の
困
り
ご
と

・
日
程　
　

５
月
13
日　

６
月
10
日

　
　
　
　
　

７
月
15
日　

８
月
12
日

　
　
　
　
　

９
月
９
日　

10
月
14
日

　
　
　
　
　

11
月
11
日　

12
月
９
日

　
　
　
　
　

１
月
13
日　

２
月
10
日

　
　
　
　
　

３
月
10
日

・
事
前
予
約

　

相
談
に
は
「
事
前
予
約
」
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

（
前
日
の
12
時
00
分
ま
で
に
連
絡
）

電
話
予
約

オ
ホ
ー
ツ
ク
相
談
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ろ
う

電
話　

０
１
５
７
︱
２
５
︱
３
１
１
０

■
令
和
８
年
度　

ひ
ま
わ
り
基
金
法
律

事
務
所
無
料
法
律
相
談
の
日
程

紋
別
市
に
開
設
さ
れ
て
お
り
ま
す

「
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所
」
で

は
、
西
興
部
村
に
お
い
て
隔
月
で
無
料

法
律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

も
し
身
近
に
法
律
に
関
す
る
問
題
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会
に
相
談
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
ぜ
ひ

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
開
催
日
等

　

６
月
４
日　

担
当　

斎
藤
弁
護
士

　

８
月
６
日　

担
当　

久
住
弁
護
士

　

10
月
１
日　

担
当　

斎
藤
弁
護
士

　

12
月
３
日　

担
当　

久
住
弁
護
士

　

２
月
４
日　

担
当　

斎
藤
弁
護
士

（
隔
月
第
１
木
曜
日
）

・
時
間　

10
時
00
分
～
12
時
00
分

　
　
　
（
一
人
30
分
程
度
を
予
定
）

・
場
所　

西
興
部
村
公
民
館　

会
議
室

・
相
談
内
容　

法
律
相
談
全
般

（
例　

多
重
債
務
・
離
婚
・
交
通
事

故
・
相
隣
関
係
・
借
地
借
家
・
相
続
・

刑
事
事
件
・
犯
罪
被
害
者
他
）

・
事
前
予
約

　

相
談
に
は
、「
事
前
予
約
」
が
必
要

で
す
。（
前
日
の
17
時
00
分
ま
で
に
連

絡
）

　

予
約
状
況
に
よ
っ
て
は
、
受
付
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
電
話
予
約

流
氷
の
町
ひ
ま
わ
り
基
金
法
律
事
務
所

電
話　

０
１
５
８
︱
２
８
︱
５
５
８
５

■
山
火
事
注
意

今
年
は
雪
解
け
が
早
く
、
春
か
ら
初

夏
に
か
け
て
は
、
空
気
が
乾
燥
し
風
も

強
く
、
林
野
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

期
と
な
り
ま
す
。
た
き
火
や
た
ば
こ
の

不
始
末
な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が

大
き
な
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。
林
野

火
災
の
出
火
原
因
の
多
く
は
人
的
要
因

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
部
分
は
皆
さ
ま

一
人
ひ
と
り
の
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が
出

来
ま
す
。

大
切
な
自
然
と
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
守
る
た
め
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
に
注
意
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
令
和
８
年�

林
野
火
災
予
防
全
道
統
一
標
語
】

「
小
さ
な
火

　
　
　
　

少
し
の
油
断　

山
火
事
に
」

（
釧
路
市
立
青
葉
小
学
校
６
年

�

鶴つ
る
岡お
か　

陽ひ

葵ま
り
さ
ん
）

【
西
興
部
村
林
野
火
災
予
防
強
調
期
間
】

４
月
10
日
～
５
月
20
日

（
林
野
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
に

合
わ
せ
て
予
防
強
調
期
間
を
設
定
し
て

い
ま
す
）

■
協
会
け
ん
ぽ
北
海
道
支
部
か
ら
の

　

お
知
ら
せ

【
令
和
８
年
度
の

　

	

保
険
料
率
改
定
に
つ
い
て
】

令
和
８
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）

か
ら
健
康
保
険
料
率
は
10
・
28
％
（
マ

イ
ナ
ス
０
・
03
％
ポ
イ
ン
ト
）、
介
護

保
険
料
率
は
１
・
62
％
（
プ
ラ
ス
０
・

03
％
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
令
和
８
年
４
月
分
（
５
月
納

付
分
）
よ
り
始
ま
る
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
金
率
は
０
・
23
％
と
な
り
ま
す
。

各
都
道
府
県
の
健
康
保
険
料
率
は
、

地
域
の
医
療
費
等
に
基
づ
い
て
算
出
さ

れ
ま
す
。
医
療
費
上
昇
を
抑
え
る
た

め
、
左
記
取
組
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

【
皆
様
に
お
願
い
し
た
い
こ
と
】

○�

協
会
け
ん
ぽ
の
生
活
習
慣
病
予
防
健

診
・
特
定
保
健
指
導
（
健
康
サ
ポ
ー

ト
）
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

○�

特
定
保
健
指
導
（
健
康
サ
ポ
ー
ト
）

を
受
け
た
方
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
最

後
ま
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
医
療
機
関
を
受
診
し
て
い

た
だ
く
こ
と

○�

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用
促
進

を
は
じ
め
と
す
る
上
手
な
医
療
の
か

か
り
方
実
践
い
た
だ
く
こ
と

○�

企
業
を
挙
げ
て
健
康
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
（
健
康
事
業

所
宣
言
）

○
お
問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会

�

（
協
会
け
ん
ぽ
）
北
海
道
支
部

電
話　

０
１
１
︱
７
２
６
︱
０
３
５
２

�

（
代
表
）

【
そ
の
他
】
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令和８年度 予算の概要

一 般 会 計 予 算 の 内 訳

歳出総額 27億7,000万円

村民一人あたりの村民一人あたりの予算額予算額  2,975,295円2,975,295円  （令和（令和88年2月28日現在人口 931人で計算）年2月28日現在人口 931人で計算）

歳入総額 27億7,000万円

物件費
4億7,862万円

公債費
4億4,466万円補助費等

5億6,901万円

人件費
5億3,191万円

村の「第 5期総合計画」の基本構想及び「西興部村総合戦略」に基づき、村民がいつまでも安心して元気
で暮らせる村づくりのための様々な施策を実施していきます。
一般会計の予算総額は、対前年度当初比で 4.4%減の 27億 7,000 万円となり、3つの特別会計を加えた
総額は、30億 5,071 万円（対前年度比 3.9%減）となりました。
また、簡易水道事業及び下水道事業の企業会計総額は、3億 774万円となり、一般会計・特別会計・企業
会計の総額は 33億 5,845 万円となっています。
喫緊の課題である人口減少に伴う働き手の不足については、人材の確保や育成、雇用の場となる組織運営
の安定化に対する支援、本村で育つ子ども達の輝ける未来のためには、生徒海外体験学習事業、子どもの居
場所づくり事業を実施します。
また、新たに実施される主な事業として、がんリスク検査助成事業、RSウイルスワクチン予防接種助成
事業、観光団体設立支援業務委託事業、学校教育電子機器整備事業（電子黒板）、厚生診療所医療機器整備事
業（電解質分析装置）等の実施を予定しています。
既存事業の拡充としては、緊急銃猟や出没防止対策等のヒグマ対策事業、興楽園ライトアップ事業、継続
事業としては、橋梁長寿命化事業（中興橋撤去）、西興部忍路子線道路改良事業等を実施します。
これらの歳出に対して歳入では、村税をはじめ、歳入全体の 52.9%を占める地方交付税、各種事業を実
施するための国や道からの補助金等を見込んで、歳出とのバランスを図っています。

地方交付税
14億6,600万円

その他
5,150万円

普通建設事業費
2億9,000万円

扶助費
7,425万円

維持補修費
1億5,113万円

繰出金
1億7,892万円

道支出金
8,807万円

村債　1億9,900万円

使用料及び
手数料

1億1,164万円

村税
1億458万円

国庫支出金
1億7,763万円

地方譲与税等
7,631万円

諸収入
4,257万円

繰入金
3億6,683万円

その他
1億3,737万円

2727億億7,0007,000万円万円
【前年比 4.4% 減】【前年比 4.4% 減】

一般会計一般会計

第 1 回定例村議会において、令和 8 年度予算が可決されました。

22億億8,0718,071万円万円
【前年比 2.3% 増】【前年比 2.3% 増】

特別会計特別会計

33億億774774万円万円
【前年比 5.8% 減】【前年比 5.8% 減】

企業会計企業会計
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■主な重点事業

区　分 事　業　の　内　容

子どもの居場所
づくり事業

家庭・学校以外に、子どもが安心し
て過ごせる「第三の居場所」を地域
に確保（旧北見信金店舗跡）

公共施設等個別
施設計画策定

事業

100 棟以上ある公共施設を改修・
更新・集約撤去を実施するため計画
を策定

観光団体設立支
援業務委託事業

小規模だからこそできる観光、時代
に合った情報発信等を目的に観光団
体を立ち上げる事業

がんリスク検査
助成事業

がんリスク検査キットを使用した検
査の提供

ＲＳウイルス
ワクチン予防
接種助成事業

60歳以上対象の重症化リスクの高
い感染症であるRSウイルスに対す
るワクチン予防接種事業

ヒグマ対策事業 緊急銃猟、春期管理捕獲、出没防止
対策事業等の実施

学校教育電子
機器整備事業 小・中学校の電子黒板整備

厚生診療所医療
機器整備事業

熱中症患者に対する適切な治療判断
を行うための電解質分析装置の導入

西興部忍路子線
道路改良事業

大型車の往来の多い西興部忍路子線
と国道の交差点部の改良工事

興楽園
ライトアップ事業

北海道有数の日本庭園である「興楽
園」の春・秋のライトアップ実施

【参考】
令和７年度予算から令和８年度に繰越して実施する事業

区分 事　業　の　内　容

一
般
会
計

住民基本台帳システム改修事業

札滑排水路更新事業

西興部村中小企業等ふるさと創造支援事業補助金

橋梁長寿命化補修調査設計業務委託

紋別地区消防組合負担金（高規格救急車更新事業）

下水
会計 終末処理場非線形解析耐震診断

村税の内訳 総額 1億 458 万円

税区分 予算額 前年比

村 民 税
（ 個 人 ） 5,240 万円 2.9％増

（ 法 人 ） 609 万円 33.6％増

固 定 資 産 税 3,624 万円 0.4％増

軽 自 動 車 税 285 万円 1.7％減

村 た ば こ 税 700 万円 1.4％増

特別会計予算総額 2億 8,071 万円
会計種別 予算額 前年比

国民健康保険会計 1 億 970 万円 3.3% 減
後期高齢者医療会計 2,786 万円 28.8% 増
介 護 保 険 会 計 1 億 4,315 万円 2.7% 増

企業会計予算総額 3億 774 万円
会計種別 予算額 前年比

簡 易 水 道 会 計 1 億 2,747 万円 6.0% 減
下 水 道 会 計 1 億 8,026 万円 5.6% 減

■村の一年間の詳しい事業内容につきましては、

　　　　令和8年度予算説明書「今年はこんな仕事をします」
� を全戸配布いたしますので、ご覧下さい。

一般会計当初予算額の推移

29億29億
2,500万円2,500万円

28億28億
9,900万円9,900万円

27億27億
7,000万円7,000万円27億27億

700万円700万円26億
600万円

R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

32億円

30億円

28億円

26億円

24億円

22億円

20億円

予算
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過去に補助金申請を行った方も対象になります !!

お家のまわりを
花いっぱいに
しませんか？

美しく住みよい活力ある
むらづくり応援事業

◎環境美化推進事業

事　業　内　容 環境美化の推進を図るため、各家庭や事業所等での花いっぱい活動に
対する支援。

補 助 対 象 者 村民又は村内の事業所

補助対象経費 種子 ･球根 ､花苗 ､肥料 ､プランターなど ､花いっぱい活動に必要な経費。
ただし、人目に付く場所に設置するものに限る。

補助金限度額等 補助率 3/4 以内　個人 3,000 円　事業所 1 万円

随時
受付

◎町内会活動支援事業

事　業　内　容
コミュニティ活動の推進を図るため、町内会、地区会又は連合町内会
が実施する地域活動（環境整備、高齢者支援等の社会福祉の増進等）
など公益性のある活動に対する支援。

補 助 対 象 者 町内会 ､地区会 ､連合町内会

補助対象経費 燃料費、消耗品、機械等のリース料など、地域活動に必要な経費。
ただし、人件費、食料費（作業時の飲料は可）を除く。備品は要相談。

補助金限度額等

補助率 10/10 以内
 ・単一の町内会・地区会が行う事業　3 万円
 ・連合町内会が行う事業　　　　　　5 万円
 ・その他地域課題の解決に特に重要と認められる事業は、
　村長が認める額。

随時
受付

◎異業種交流プロジェクト応援事業

事　業　内　容 地域の活性化や交流人口拡大等を図るために設立された組織が企画
する誰もが参加できるイベント等の開催に対する支援。

補 助 対 象 者 村内の異なる 5つ以上の事業所等に所属する 10人以上で構成する
実行委員会等の組織

補助対象経費
イベント等の開催に必要な経費。
ただし ､人件費、食料費、備品購入費を除く ｡
同一団体最大 3年間まで ｡

補助金限度額等
・1 年目　補助率 10/10 以内　50 万円
・2 年目　補助率   9/10 以内　45 万円
・3 年目　補助率   8/10 以内　40 万円

随時
受付
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◎団体活動支援事業
　【新規の団体】

事　業　内　容 村民の主体的で多様な活動の推進を図るため、趣味等を通じた住民の
交流、奉仕活動、学習活動などに対する支援。

補 助 対 象 者 サークル ､研究会 ､ボランティア団体等５人以上で構成し、事業の継続を
見込める団体（特定の人のみで活動するものを除く）

補助対象経費 団体活動に必要な経費。ただし、人件費、食料費、備品購入費及び
単発のイベント開催経費を除く。同一団体最大 3年間まで。

補助金限度額等
・1 年目　補助率 10/10 以内　10 万円
・2 年目　補助率   9/10 以内　  9 万円
・3 年目　補助率   8/10 以内　  8 万円

　【既存の団体】

事　業　内　容
村民の主体的で多様な活動の推進を図るため、「西興部村元気なむらづくり応援事
業補助金」及び「美しく住みよい活力あるむらづくり応援事業補助金」を受けて設
立した既存の団体の活動をさらに活性化するための支援。

補 助 対 象 者
｢ 西興部村元気なむらづくり応援事業補助金 ｣及び「美しく住みよい活力あるむら
づくり応援事業補助金」を受けて設立した団体 ｡ただし ､申請時点で３年以上の活
動実績がある団体に限る。

補助対象経費
団体活動に必要な物品の購入や技術を高めるための指導者招聘に係
る謝礼や旅費など必要な経費。ただし、人件費、食料費を除く。同
一団体年間１回に限る。

補助金限度額等 補助率 3/4 以内　5 万円

◎イベント等開催支援事業

事　業　内　容 地域の賑わいを創造するため、村民等が企画し、誰もが参加でき、お
おむね20人以上の参加者をもって開催されるイベント等に対する支援。

補 助 対 象 者 複数の村民、村内の事業所及び団体等

補助対象経費
イベント等の開催に必要な経費。ただし ､人件費、食料費、
備品購入費を除く。同一補助対象者 10万円以下は年間 2回、
10万円を超える場合は年間 1回に限る。

補助金限度額等 補助率 3/4 以内　50 万円

詳しくは、役場企画総務課　企画係までお問い合わせください。

随時
受付

随時
受付

　今年度から、地域の賑わいを創造するため村民等が企画し、誰もが参加できおおむね 20 人以上の参
加者をもって開催されるイベント等に対する補助金を補助率 3/4 以内限度額 10 万円から 50 万円に
拡充。また、同一補助対象者年間 1回限りとしておりましたが、10 万円以下は年間 2 回、10 万円
を超える場合は年間 1 回限りに拡充しました。

　   令和 8 年度より拡充しました！ 　イベント等開催支援　イベント等開催支援
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総合戦略の事業評価について総合戦略の事業評価について
★第 2 期西興部村総合戦略の事業評価
村では、国が新たな 5年間を計画期間とする総合戦略の策定を推進する方針を示し
たことから、さらなる人口減少の抑制と地域経済の活性化を目指し、令和 2年 3月、
令和 2年度から 6年度までの 5年間にわたる、第 2期総合戦略を策定し、様々な施策を推進しています。
令和 8年 3月 3日に委員 12人が出席され、「西興部村まち・ひと・しごと創生会議」を開催し、古川会長進行の
もと、令和 6年度に実施した事業についての評価・検証、第 2期総合戦略の 5年間の最終評価を行い、各委員から、
評価に対する村の考え方や事業の効果などについて質疑が行われました。
また、3月 12日に村議会議員協議会が開催され、村から検証内容を報告し、承認いただきました。
評価の結果、基本目標 4つ全て目標達成とはならなかったですが、第 3期西興部村総合戦略に向け、新たな施策へ
の取組などより一層努力していきます。

【基本目標ごとの推進施策事業の評価の状況】 事業数
（件）

評　価
Ａ Ｂ Ｃ 評価・対象外

基本目標１ 一緒に働こうよ、この村で作戦
〈安定した人材確保と雇用創出の戦略〉 8 6 0 0 2

基本目標２ いい子育つよ、この村は作戦
〈若い世代の子育ての戦略〉 13 13 0 0 0

基本目標３ あったかいよ、この村は作戦
〈地域コミュニティ形成に向けた戦略〉 6 5 1 0 0

基本目標４ おいでよ、暮らしてみようよ、この村で作戦
〈観光振興・移住促進の戦略〉 12 6 4 0 2

計 39 30 5 0 4

【具体的な施策の評価基準】
評価 評価基準

Ａ 事業推進により効果がみられる。また
は、今後、大きな効果が期待される。

Ｂ 事業推進により、効果が期待される。

Ｃ 効果が期待できない。または、事業
推進が困難。

ー 当該年度評価対象外。※事業未実施
※令和 6年度事業の評価を基本とする

①地域産業を支える人材確保の強化のための取り組み
　〈人材確保に向けた取り組み〉
　　●人材確保支援事業

この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
人口社会動態（�ただし、18歳以下、60歳以上、 福祉施設入退所の転出入は除く）
　３人（５年間の累計）
　令和 6 年度まで→累計－ 1 人

②地域産業の生産性向上と競争力強化に向けた取り組み
　〈地域製造業の生産性向上に向けた取り組み〉
　　●ギター工場設備整備支援事業
　〈酪農業の競争力強化に向けた取り組み〉
　　●畜産クラスター構築事業　●畜産競争力強化整備事業
　　●畜産バイオガスプラント運営事業
　〈商工業者、中小企業の経営安定化に向けた取り組み〉
　　●商工業・中小企業振興対策事業

この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
年間生乳生産量　　
　平成 30年度 16,871t →令和６年度 19,328t
　令和 6 年度→ 18,930 t

③地域資源を活用した料理や土産品の開発、一次産品の
　製品化に向けた取り組み
　〈特産品開発に関する取り組み〉
　　●地域資源活用開発支援事業

この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
新たな特産品販売開始件数　３件（５年間の累計）
　令和 6 年度まで→累計 3 件

④村内における起業・創業への支援
　〈起業や事業拡大に対する支援の充実〉
　　●起業・事業拡大等支援事業

この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
起業件数 　　　　　　３件（５年間の累計）
　令和 6 年度まで→累計 4 件
事業拡大実施件数	　　３件（５年間の累計）
　令和 6 年度まで→累計 2 件

基本目標１　一緒に働こうよ、この村で作戦〈安定した人材確保と雇用創出の戦略〉基本目標１　一緒に働こうよ、この村で作戦〈安定した人材確保と雇用創出の戦略〉

数値目標
人口社会動態（ただし、18歳以下、60歳以上、福祉施設入退所の転出入は除く）
３人（５年間の累計）

この目標は… 各取り組みにより働く人の人数をどれだけ増やせるかに着目して設定しています。
R6年度実績 － 9人
5年間実績 － 1人（R6年度－ 9人、R5年度－ 17人、R4年度＋ 6人、R3年度＋ 9人、R2年度＋ 10人）

●西興部村まち・ひと・しごと創生会議委員（任期　令和8年11月9日まで）
会　長：古川彰（産業・農業）　副会長：向井地紀幸（産業・製造業）
委　員：★菅生知和（住民・地域）、★河田宙（住民・地域）、田尾浩子（住民）、佐久間純一（議会）、伊吾田順平（産業・猟区）、
　　　　★我妻孝治（産業・商工業）、美田大輔（産業・建設業）、★黒田牧夫（福祉）、松浦隆子（教育）、松下祐子（金融）、
　　　　馬渕尚継（金融）� 以上 13人　※敬称略。★は新委員。カッコ内は、選出分野。

創生会議の様子創生会議の様子
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①結婚・妊娠・出産・子育て・教育に対する支援と
　体制の整備
　〈結婚・妊娠・出産・子育てに対する支援と体制の充実〉
　　●結婚新生活支援事業　●不妊相談・治療支援事業
　　●産前産後サポートおよび産後ケア事業
　　●妊産婦安心出産支援事業
　　●エンゼル祝い金　　　●夢のおくりもの事業
　　●子育て支援教室　　　●子ども医療費無料化事業

　　●学校給食無償化事業　●学童保育事業
　　●高等学校通学費等補助事業
　〈特色ある教育の推進〉
　　●国際教育強化事業　　●学習支援体制構築事業

この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
年間出生数（当該年度＋前２か年度による３年平均）
　令和元年度 ７人 → 令和６年度 ７人
　令和 6 年度→４人

①観光の支援体制強化に向けた取り組み
　〈観光情報発信・受入の強化〉
　　●観光情報発信・受入強化事業
　〈村内の観光施設再整備〉
　　●滞在時間延伸のための観光施設再整備事業
　〈最寄り空港利用促進に関する取り組み〉
　　●オホーツク紋別空港利用促進助成事業
　〈観光を広域的に連携・協力し西紋地域の一体的かつ効果
　 的な展開の推進〉
　　●広域観光連携事業

この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
のべ宿泊客数
　平成 30年度 8,128 人→令和６年度 10,000 人
　令和 6 年度→ 7,212 人

②移住者の増加に向けた取り組み
　〈移住者向けの支援体制の強化〉
　　●移住者支援・促進事業　　●山村留学実施事業

この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
人口社会動態
　5年間で± 0人
　令和 6 年度まで→累計 － 29 人

③定住に向けた住宅環境の整備及び推進
　〈住宅環境の整備に向けた支援〉
　　●雇用促進住宅建設奨励補助事業　●持家建設奨励事業
　　●美しい村づくり事業　　●快適住宅リフォーム事業
　　●空家等解体撤去事業　　●空き家対策総合支援事業

この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
新築住宅数
　５軒（５年間の累計）
　令和 6 年度まで→累計 4 軒

基本目標２　いい子育つよ、この村は作戦〈若い世代の子育ての戦略〉基本目標２　いい子育つよ、この村は作戦〈若い世代の子育ての戦略〉

数値目標
年間出生数（当該年度＋前２か年度による３年平均）
令和元年度７人→令和６年度７人

この目標は… 各取り組みにより出生数をどれだけ増やせるか、維持できるかに着目して設定しています
R6年度実績 ５人
5年間実績 4人　（R6年度 5人、R5年度 4人、R4年度 4人、R3年度 6人、R2年度 9人）

基本目標４　おいでよ、暮らしてみようよ、この村で作戦〈観光振興・移住促進の戦略〉基本目標４　おいでよ、暮らしてみようよ、この村で作戦〈観光振興・移住促進の戦略〉

数値目標
のべ宿泊客数 人口社会動態
平成 30年度 8,128 人→令和６年度 10,000 人 ５年間で±０人

この目標は… 各取り組みによりどれだけ宿泊客（ログハウス、森夢、
コテージ）を増やせるかに着目して設定しています

各取り組みにより人口減少をいかに抑えるかに
着目して設定しています

R6年度実績 7,212 人 － 13人

5年間実績 ー －29人 （R6年度 － 13人、R5年度 － 52人、R4
年度 ＋6人、 R3年度 ＋12人、R2年度 ＋18人）

① 安心で元気な暮らしの確保に向けた取り組み
　〈安全・安心な地域づくりの促進〉
　　●生活サポート事業　　　　●シニア人材活躍支援事業
　　●地域コミュニティ支援事業
　　●畜産バイオガスプラント有効活用検討事業

　　●エコな暮らしづくり推進事業　　●診療所運営事業
この取り組みの重要業績評価指標（ＫＰＩ）
安心な暮らし確保のための活動団体設立数
　3件（5年間の累積）
　令和 6 年度まで→累計 1 件

基本目標３　あったかいよ、この村は作戦〈地域コミュニティ形成に向けた戦略〉基本目標３　あったかいよ、この村は作戦〈地域コミュニティ形成に向けた戦略〉

数値目標
人口社会動態
５年間で±０人

この目標は… 各取り組みにより人口減少をいかに抑えるかに着目して設定しています
R6年度実績 － 13人
5年間実績 － 29人（R6年度 － 13人、R5年度 － 52人、R4年度 ＋ 6人、R3年度 ＋ 12人、R2年度 ＋ 18人）
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令和８年度  自動車免許更新時講習日程表
興部町中央公民館（展示室） 雄武町民センター（会議室）

特定任意講習
種　別 優良講習 一般講習 違反・初回

講　習 種　別 優良講習 一般講習 違反・初回
講　習

時　間 13：00〜
　13：30

13：50〜
　14：50

13：00〜
　15：00 時　間 13：00〜

　13：30
13：50〜
　14：50

13：50〜
　15：50 13：30〜 15：30

4 月 7日㈫ 7日㈫ 9日㈭ 4月 22日㈬ 22日㈬
5月 12日㈫ 12日㈫ 14日㈭ 5月 20日㈬ 20日㈬ 19日㈫ 西興部公民館
6月 9日㈫ 9日㈫ 11日㈭ 6月 24日㈬ 24日㈬
7月 7日㈫ 7日㈫ 9日㈭ 7月 22日㈬ 22日㈬
8月 4日㈫ 4日㈫ 6日㈭ 8月 19日㈬ 19日㈬
9月 1日㈫ 1日㈫ 3日㈭ 9月 16日㈬ 16日㈬
10月 6日㈫ 6日㈫ 8日㈭ 10月 21日㈬ 21日㈬
11月 10日㈫ 10日㈫ 12日㈭ 11月 18日㈬ 18日㈬ 17日㈫ 西興部公民館
12月 1日㈫ 1日㈫ 3日㈭ 12月 16日㈬ 16日㈬
1月 12日㈫ 12日㈫ 14日㈭ 1月 20日㈬ 20日㈬
2月 2日㈫ 2日㈫ 4日㈭ 2月 24日㈬ 24日㈬ 17日㈬ 雄武漁組　　
3月 2日㈫ 2日㈫ 4日㈭ 3月 17日㈬ 17日㈬

◎免許証更新者は、興部警察署の窓口で更新手続きをされた後に、有効期限
　内に「更新時講習」を受講して下さい。
◎特定任意講習（13時 30分〜 2時間）希望者は西興部村役場・雄武漁業
　組合（希望する会場のある町村）で手続きをして下さい。
◎高齢運転者（70歳以上）は「高齢者運転講習」を受講後に、免許証更新
　手続きをして下さい。

紋別郡興部町緑ヶ丘　
紋別警察署興部警察庁舎内
　興部地区交通安全協会連合会
　� ℡８２－３９００

　村では、オホーツク紋別空港の利用促進と村の活性化の
ため、昨年度に引き続き本年度も「オホーツク紋別空港利
用促進助成事業」を実施します。
　村民が紋別羽田便を利用した場合だけでなく、紋別羽田

便を利用し、ホテル森夢に宿泊する道外からの観光客や、
道外に就学している生徒や学生、3親等以内の親族などが
お盆や正月などに村に帰省する場合も対象になります。

【問い合わせ先】　
ご不明な点については下記にお問い合わせください。

役場 企画総務課 企画係
TEL: ８７－２１１１　FAX: ８７－２７７７
E メール：ni.kikaku@vill.nishiokoppe.lg.jp

※2026年 5月 19日搭乗分から、ANA国内線の予約・搭乗システ
ムが変更となります。それに伴い、従前の取り扱いが変更となります
のでご了承ください。詳細が分かり次第、村ホームページやNCN等
でお知らせします。

【助成額】　片道 10,000 円　往復 20,000 円　　　　
区　分 片　道 往　復 備　　　　　考

村民等 10,000円 20,000円 村内に住所を有する方及び村に住所はないが、村民と同一生計にある生徒・学
生等も対象。

村民等
（村内事業所就業者） 10,000円 20,000円 村内の事業所に就業している方（紋別市、雄武町、興部町、滝上町、遠軽町、

湧別町、佐呂間町に住所を有している者を除く）
村外者

（3 親等以内） 10,000円 20,000円 北海道以外に住所を有している者で、村内に住所を有する者の3親等以内の
親族の方

村外者
（インターン活用者） 10,000円 20,000円 西興部村インターンシップ活用支援事業交付金の承認決定を受けている方

村外者（連泊者） 10,000円 20,000円 村内の宿泊施設に30日以上連続して宿泊し、かつ、宿泊した旨の証明を受け
ることができる方

道外者（1 泊） 10,000円 10,000円
①�道外者で日本国内に住所を有し、下記の「ホテル森夢特別プラン」を利用す
ること。
②「ホテル森夢特別プラン」の「1泊コース」又は「2泊コース」利用が条件。
③�クラス会などで、5名以上の団体等がホテル森夢に宿泊し「ホテル森夢特別
プラン」利用相当である場合も対象。(ホテル森夢で証明します。)
④�小児運賃対象者 (満 3歳以上満12歳未満 ) は、寝具を利用した宿泊利用だ
けでも対象。

道外者（2 泊） 10,000円 20,000円

※旅割やパック商品も対象。※助成額を下回る航空運賃プランを利用した場合は、同運賃を上限として助成。※旅費相当額について、
西興部村から他の支給・助成等を受ける者は対象外。※素泊まり等、「ホテル森夢特別プラン」以外での宿泊は対象外。

【申請手続き】　�搭乗後 60 日以内に、村ホームページより申請用紙を
ダウンロード及び役場備え付けの用紙に記入の上、ご搭乗案内等の必要な書
類を添付し西興部村役場へ申し込み。（郵送も可）

小児運賃利用の
場合は 半額

オホーツク紋別空港利用促進助成事業を本年度も実施しますオホーツク紋別空港利用促進助成事業を本年度も実施します
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村内各種公園オープン
開園期間 開園時間 定休日 そ　の　他

西興部森林公園
（公園）

4月29日～
10月18日 午前9時〜午後4時30分 なし イベント等を行う際は、チラシの各戸配布等でお知

らせしますので、そちらをご確認ください。

西興部森林公園
（テントサイト）

5月下旬～
10月18日

午前9時～午後4時30分
（受付時間） なし テント1張り　１泊２日　500円

※詳細は村HPでご確認ください。

【お問い合わせ】　役場産業建設課　林務商工係　87-2113　　里住夢（りずむ）８５－７１２５【お問い合わせ】　役場産業建設課　林務商工係　87-2113　　里住夢（りずむ）８５－７１２５

開園期間 開園時間 定休日 そ　の　他

ログハウス 通年 チェックイン：午後3時から
チェックアウト：午前10時まで なし

ログハウス料金（一棟）
（下記料金の他に北海道宿泊税がかかります）
　6～8月　15,000円
　9～5月　17,000円

【お問い合わせ】　ホテル森夢　87-2000【お問い合わせ】　ホテル森夢　87-2000

開園期間 開園時間 定休日 そ　の　他

ＢＢＱハウス 4月29日～
10月18日

隣接テントサイト及び近
隣住民の迷惑にならない
様にご利用ください。
※利用可能時間午後9時まで

なし
利用料無料
ＢＢＱハウスの利用は予約優先です。
（予約札がない場合は利用可能）

【お問い合わせ】商工会　87-2974　平日　午前９時～午後５時【お問い合わせ】商工会　87-2974　平日　午前９時～午後５時

開園期間 開園時間 定休日 そ　の　他

興楽園 5月中旬～
10月31日

午前9時〜午後5時
なし

利用無料
お茶室の利用は予約優先
（予約札がない場合は利用可能）

上興部
いこいの森公園

5月上旬〜
10月31日 なし パークゴルフ用具は、パークゴルフ場休憩小屋で無

料貸し出ししております。

【お問い合わせ】　役場産業建設課　林務商工係　87-2113【お問い合わせ】　役場産業建設課　林務商工係　87-2113

開園期間 開園時間 定休日 そ　の　他

フラワーパーク
花夢

4月29日〜
10月18日 午前9時〜午後5時

毎週火曜日
（火曜日が祝日の
場合は翌日休園）

入園料　大人（高校生以上）200円
　　　　小人（中学生以下）無料
（�村民については無料ですので、売店受付へ申請し

て下さい。）

道の駅
「�にしおこっぺ

花夢」
通年

3月～10月
午前9時～午後5時
11月～2月
午前9時～午後4時

毎週火曜日
（火曜日が祝日の
場合は翌日休館）

特産品も取り揃えていますのでご利用ください。
施設内の食肉・乳製品等の加工工房もご利用ください。
（工房利用は要予約）

【お問い合わせ】　道の駅「にしおこっぺ花夢」　87-2333【お問い合わせ】　道の駅「にしおこっぺ花夢」　87-2333

開園期間 開園時間 定休日 そ　の　他

まちなか広場 4月29日〜
10月18日 村民の皆様にイベント等で活用も可能ですので、ご利用の際はお問い合わせください。

【お問い合わせ】　役場産業建設課土木係　87-2113【お問い合わせ】　役場産業建設課土木係　87-2113

開園期間 開園時間 定休日 そ　の　他

西興部村
体験農園

5月中旬〜
10月31日

（コテージ
利用期間：
4月20日～
11月20日）

午前9時〜午後5時 なし

・コテージ料金
（下記料金の他に北海道宿泊税がかかります）
（短期宿泊:一棟、一日）　  9,000円
（長期宿泊:一棟、一ヶ月）60,000円
※�長期宿泊の場合、光熱水費が別途かかります。
・農園使用料（一区画　50㎡：2,200円）
☆菜園作りに挑戦してみませんか!!

【お問い合わせ】　【お問い合わせ】　コテージのご予約はホテル森夢　87-2000　※長期利用のご予約は役場住民生活課環境係　87-2114コテージのご予約はホテル森夢　87-2000　※長期利用のご予約は役場住民生活課環境係　87-2114
　　　　　　　　　農園のご利用は役場住民生活課環境係　87-2114　　　　　　　　　農園のご利用は役場住民生活課環境係　87-2114
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令和7年 3月 11日～令和 8年 3月 10日受領分
●ふるさと納税寄附金　559 件　　1,528 万円
　ふるさと「にしおこっぺ」の保健·医療 ·福祉、街づくり·人づくり、地域産業、
教育文化の振興等の事業に使わせていただきます。

●企業版ふるさと納税寄附金
（企業名及び寄附額については、ご了承いただいた企業様のみ公表しております）

寄附企業名 寄附金額

株式会社セコマ 非公表

ホクレン農業協同組合連合会 100万円

　ギター工場等人材確保プロジェクト事業に使わせていただきました。

●ふるさと振興事業寄附金　4 件　　235 万円
　基金に積み立て、公園造成や観光イベント等のふるさと振興事業に使わせていた
だきます。

●木夢事業寄附金　　　　　1 件    　　 1 万円
　基金に積み立て、木夢の遊具整備やイベントに使わせていただきます。

心温心温まるごまるご寄附　　　　　寄附　　　　　
　　ありがとうございました　　ありがとうございました
村と縁のある方や村に関心をもっていただいた方などから、ふるさと納税などの心温ま

るご寄附をいただきました。
皆様から寄せられたご支援に対しまして心からお礼を申し上げるとともに、いただいた

ご寄附は今後の村づくりのために大切に使わせていただきます。

新規採用職員の紹介新規採用職員の紹介西興部村

（
住
民
生
活
課　

環
境
係
）

（
住
民
生
活
課　

環
境
係
）

　
　
　

　
　
　

  

川川か
わ
か
わ    

合合あ
い
あ
い    　　

  

慧慧
さ
と
る

さ
と
る

笑顔で元気に努めます。笑顔で元気に努めます。
村民の皆さまよろしく村民の皆さまよろしく
お願いいたします。お願いいたします。

（
紋
別
地
区
消
防
組
合
消
防
署

（
紋
別
地
区
消
防
組
合
消
防
署  

西
興
部
支
署
）

西
興
部
支
署
）

　
　
　

　
　
　

  

稗稗ひ
え
ひ
え    

田田だだ    

優優ゆ
う
ゆ
う    

翔翔とと

消防士として住民み消防士として住民み
なさまの安心・安全なさまの安心・安全
に努めます。に努めます。
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ＪＡ共済連北海道本部から
� 救急車が寄贈されました

朝日生命労働組合釧路支部様から
� タオルの寄贈を受けました

3 月 24 日㈫消防署西興部支署で、ＪＡ共済連北海道本部から寄贈された救急車の受納式が行われました。
この寄贈事業は、交通事故対策事業の一環として、これまで数多くの救急車が全道各地に 寄贈されており、

西興部村に寄贈された救急車は、平成 14 年に次ぎ 2台目となります。
受納式ではオホーツクはまなす農業協同組合永峰代表理事組合長代理の平石代表理事専務から菊池村長に目
録とマスコットキーが贈呈されました。菊池村長からは、「寄贈されました救急自動車を有効に活用し、更なる
安心・安全なまちづくりを推進して参ります。」と謝辞を述べられ、また、オホーツクはまなす農業協同組合へ
感謝状が贈られました。
今後、寄贈された救急
車は救急資器材および各
種設備の取付のため、札
幌において二次艤装を行
います。運用開始までに
数ヶ月間を要する見込み
ですが、運用を開始する
際は改めて、村民の皆様
にお知らせを致します。

この度、朝日生命労働組合釧路支部様
より未使用タオル 163 本の寄贈をいただ
きました。ご寄贈いただいたタオルは村
内各施設にて大切に利用させていただき
ます。
組合員様のご厚意に心より感謝いたし
ます。
誠にありがとうございました。
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桜 井 　繁 氏が
「北海道町村等監査委員協議会表彰」を受賞されました

ミルクデザイン株式会社の商品が
北のハイグレード食品 2026 に選ばれました

この度、本村の代表監査委員であります桜井繁氏が、令和 8年 2 月 20 日付で「北海道町村等監査委員
協議会表彰（10 年表彰）」を受賞され、去る 3月 11 日、菊池村長より表彰状が伝達されました。
この表彰は、町村の監査委員として、10 年以上その職務にたずさわったものに対してなされるもので、

桜井繁氏は、平成 27 年 1 月 1 日から、代表監査委員として、例月出納検査や決算審査などによって、そ
の経験と知見を活かした監査委員としての視点から、本村の
財務事務の適正な執行や行財政運営に貢献されております。

この度、ミルクデザイン株式会社の商品が北
のハイグレード食品 2026 に選出されました。
北のハイグレード食品とは、全国の食のプロ
による審査を経て、道産食品のトップランナー
として選定され、この北のハイグレード食品が
持っている魅力を広くＰＲし、道産食品の販路
拡大につなげるとともに、食材や製法に対する
生産者の「こだわり」等を発信することで、道
産食品全体の更なる魅力アップを目指していま
す。
令和 8 年の今回は 109 品目の応募に対して
24 品目が選ばれ、ミルクデザイン株式会社の
商品である北海道グラスフェッド発酵バターが、
その内の 1品として選定されました。
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元
気
に
食
べ
続
け
る
た
め
に

【
保
健
師
講
話
を
行
い
ま
し
た
】

３
月
13
日
い
き
い
き
サ
ロ
ン

で
、
保
健
師
講
話
を
行
い
ま
し

た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
講

話
で
は
、
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ

て
起
こ
り
や
す
い
体
の
変
化
や
、

元
気
に
過
ご
す
た
め
の
日
頃
の
心

が
け
に
つ
い
て
お
話
し
、
脳
ト
レ

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

し
た
。

年
齢
を
重
ね
る
と
、
筋
力
や
食

事
量
、
活
動
量
な
ど
が
少
し
ず
つ

低
下
し
て
い
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
日
頃
か
ら
生
活
を

工
夫
す
る
こ
と
で
、
健
康
な
状
態

を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
元
気

に
過
ご
す
た
め
に
は
、「
体
を
動

か
す
こ
と
」「
し
っ
か
り
食
べ
る

こ
と
」「
人
と
の
つ
な
が
り
を
持

つ
こ
と
」
が
大
切
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
散
歩
や
体
操
な
ど
で
体
を

動
か
す
こ
と
、
た
ん
ぱ
く
質
を
よ

く
摂
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

を
と
る
こ
と
、
地
域
の
活
動
や
交

流
の
場
に
参
加
す
る
こ
と
な
ど
が

健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
口
の
働
き
チ
ェ
ッ
ク
】

ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
中
で
見

逃
せ
な
い
の
が
「
お
口
の
健
康
」

で
す
。
口
の
働
き
が
弱
く
な
る

と
、
食
べ
に
く
さ
や
む
せ
込
み
が

増
え
、
食
事
量
の
低
下
や
栄
養
不

足
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
症
状
は
あ
り
ま
せ

ん
か
？

・
食
べ
こ
ぼ
し
が
増
え
た

・
食
事
中
に
む
せ
る
こ
と
が
あ
る

・
固
い
も
の
が
食
べ
に
く
く
な
っ
た

・
滑
舌
が
悪
く
な
っ
た

・
口
の
渇
き
が
気
に
な
る

こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
お
口
の

機
能
が
低
下
し
て
き
て
い
る
サ
イ

ン
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

早
め
に
気
づ
き
、
日
頃
か
ら
お
口

の
健
康
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

【
口
の
働
き
を
保
つ
た
め
に
】

お
口
の
機
能
を
保
つ
た
め
に

は
、
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
、

毎
日
の
歯
み
が
き
な
ど
の
口
腔
ケ

ア
を
行
う
こ
と
、
そ
し
て
定
期
的

に
歯
科
医
院
で
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
若
い
頃
か

ら
定
期
的
に
歯
科
検
診
を
受
診
す

る
こ
と
で
、
歯
の
喪
失
リ
ス
ク
を

下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
あ
ま

り
受
診
で
き
て
い
な
い
方
は
こ
の

機
会
に
歯
科
検
診
を
受
診
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

【
パ
タ
カ
ラ
体
操
】

ま
た
、
お
口
の
体
操
と
し
て

「
パ
タ
カ
ラ
体
操
」
を
取
り
入
れ
る

こ
と
も
お
す
す
め
で
す
。「
パ
・

タ
・
カ
・
ラ
」「
パ
パ
パ
」「
タ
タ

タ
」「
カ
カ
カ
」「
ラ
ラ
ラ
」
と
は

っ
き
り
発
音
す
る
こ
と
で
、
口
や

舌
の
筋
肉
を
動
か
し
、
お
口
の
機

能
を
維
持
・
向
上
で
き
ま
す
。
他

に
、
発
音
が
は
っ
き
り
す
る
、
い

び
き
や
歯
ぎ
し
り
の
改
善
な
ど
の

効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

体
の
健
康
だ
け
で
な
く
、
お
口

の
健
康
に
も
目
を
向
け
る
こ
と

が
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
毎
日
の

生
活
の
中
で
、
お
口
の
健
康
づ
く

り
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ 

保
健
福
祉
課 

保
健
係

�

℡
８
７
―
２
１
１
４

保
健
師
だ
よ
り

保
健
師
だ
よ
り

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー『
里り

住ず

夢む

』だ
よ
り
　

　

⾧
く
厳
し
い
冬
の
寒
さ
も
ひ
と
段
落

し
、
日
に
日
に
春
の
足
音
が
近
づ
い
て

き
ま
し
た
。

　

暖
か
い
日
中
は
、
外
に
出
て
お
散
歩

や
日
光
浴
な
ど
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？

　

雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
周
り
の
景
色

が
が
ら
り
と
変
わ
っ
て
、
雪
解
け
水
が

道
路
に
流
れ
て
い
た
り
、
土
の
上
に
虫

が
出
て
い
た
り
と
、
今
ま
で
気
付
か
な

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
見
て

と
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

五
感
を
使
う
こ
と
で
、

脳
の
発
達
を
形
成
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
支
援
セ
ン
タ
ー
里

住
夢
も
様
相
が
変
わ
り
、
火
曜
日
と
水

曜
日
の
『
遊
び
の
ひ
ろ
ば
』、『
ほ
っ
と

広
場
』
が
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
せ
と
な
び
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
お
電
話
で
も
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
の
で
、
つ
く
し
保
育
所　

０
１

５
８
―
８
７
―
２
５
４
２
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

　

春
の
里
住
夢
の
『
遊
び
の
ひ
ろ
ば
』

で
は
、
各
月
の
行
事
に
関
わ
る
製
作

や
、
お
散
歩
、
絵
の
具
遊
び
等
、
親
子

で
楽
し
む
活
動
を
、『
ほ
っ
と
広
場
』

で
は
、
お
茶
会
や
保
護
者
の
方
々
が
楽

し
め
る
製
作
等
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

　

今
ま
で
利
用
さ
れ
て
い
た
方
は
も
ち

ろ
ん
、
初
め
て
の
方
、
お
孫
さ
ん
を
連

れ
て
の
祖
父
母
の
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら

出
産
を
控
え
て
い
る
方
も
、
ぜ
ひ
利
用

し
て
い
た
だ
き
、
子
育
て
や
育
児
の
悩

み
等
日
ご
ろ
な
か
な
か
話
す
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
も
、
保
健
師
や
保
育
士
、

専
門
の
先
生
に
も
相
談
で
き
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
『
子
ど
も
誰
で
も

通
園
制
度
』
が
始
ま
り
ま
す
。

　

親
の
就
労
要
件
問
わ
ず
、
生
後
６
か

月
か
ら
３
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
保
育

所
を
利
用
で
き
る
制
度
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
詳
し
い
こ
と
は
保
健
福
祉
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

○
開
館
日

　
　

月
～
金
曜
日
（�

土
・
日
・
年
末
・

　
　

年
始
・
祝
祭
日
は
休
館
）

　

○
開
館
時
間

　

 

（
５
月
～
９
月
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

 

（
10
月
～
４
月
）
午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

○
問
い
合
わ
せ

　
　
役
場
保
健
福
祉
課　

℡
８
７
―
２
１
１
４
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ALT講師の滞在記ALT講師の滞在記

私
は
３
月
４
日
、
教
育
委
員
会
の
事
務
所

で
自
分
の
机
に
座
り
、
窓
の
外
に
見
え
る
西

興
部
の
裏
山
の
雪
を
眺
め
て
い
ま
す
。
今
日

は
雪
が
降
り
ま
し
た

︱
実
際
、
今
も
降
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
雪
は
１
月
の
雪

と
は
少
し
違
っ
て
見
え
、
感
じ
ら
れ
ま
す
。

よ
り
軽
く
、
や
さ
し
い
雪
で
す
。
空
気
は
少

し
湿
っ
て
い
て
、
あ
の
凛
と
し
た
冷
た
さ
も

和
ら
い
で
い
ま
す
。
丘
の
雪
の
厚
み
は
少
し

低
く
な
り
、
木
の
周
り
に
は
一
か
月
前
よ
り

も
広
く
て
浅
い
雪
の
く
ぼ
み
が
で
き
て
い
ま

す
。
春
が
も
う
す
ぐ
来
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す

︱
今
日
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

し
、
明
日
で
も
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

も
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
が
発
行
さ
れ
る

頃
ま
で
に
は
、
冬
は
終
わ
り
、
春
が
訪
れ
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
は
い
つ
も
「
待
つ
季
節
」
の
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
空
気
の
中
に
、
何
か
が
起

こ
り
そ
う
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
満
ち
て
い
る
よ

う
で
す
。
鳥
た
ち
は
北
へ
戻
る
渡
り
の
時
を

待
っ
て
い
ま
す
。
３
日
前
、
私
は
紋
別
の
渚

滑
川
で
２
羽
の
タ
ン
チ
ョ
ウ
が
立
っ
て
い
る

の
を
見
ま
し
た
。
も
し
か
す
る
と
、
釧
路
付

近
の
越
冬
地
か
ら
北
へ
飛
ん
で
き
て
、
雪
が

解
け
る
の
を
待
ち
、
夏
を
過
ご
す
た
め
に
シ

ベ
リ
ア
へ
向
か
お
う
と
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
秋
に
庭
へ
植
え
た
花
の
球
根
た

ち
も
、
庭
の
雪
の
下
で
待
っ
て
い
ま
す
。
溶

け
始
め
た
雪
の
水
が
し
み
込
ん
で
く
る
の
を

感
じ
な
が
ら
、
も
う
す
ぐ
芽
を
出
す
時
が
来

る
こ
と
を
知
ら
せ
て
い
る
の
で
す
。
す
べ
て

が
、
何
か
が
起
こ
る
直
前
の
よ
う
に
感
じ
ら

れ
ま
す
。

こ
の
冬
は
穏
や
か
で
静
か
な
冬
で
し
た
。

昨
年
訪
れ
た
お
気
に
入
り
の
場
所
を
い
く
つ

も
も
う
一
度
訪
れ
ま
し
た
。
釧
路
の
タ
ン
チ

ョ
ウ
の
保
護
施
設
に
も
行
き
ま
し
た
（
も
し

か
す
る
と
、
こ
の
週
末
に
紋
別
で
見
た
タ
ン

チ
ョ
ウ
の
中
に
は
、
あ
の
時
見
た
鳥
も
い
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
）。
そ
こ
で
は
再
び
何
百

羽
も
の
堂
々
と
し
た
タ
ン
チ
ョ
ウ
や
白
鳥
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
月
に
は
稚
内

に
も
行
き
、
犬
ぞ
り
レ
ー
ス
を
見
ま
し
た
。

海
岸
で
浮
き
釣
り
の
浮
き
を
探
し
て
見
つ
け

る
「
フ
ロ
ー
ト
探
し
」
も
し
ま
し
た

︱
見

つ
け
た
と
き
は
い
つ
も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
！

　

下
川
の
美
し
い
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
行
き
ま
し
た
。
と
て
も
寒

く
、
雪
の
多
い
中
で
ガ
リ
ン
コ
号
Ⅲ
の
ク
ル

ー
ズ
に
も
参
加
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

流
氷
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

名
寄
、
旭
川
、
網
走
の
雪
ま
つ
り
に
も
行

き
、
雪
像
の
素
晴
ら
し
い
技
術
に
感
動
し
ま

し
た
。
お
い
し
い
お
祭
り
の
食
べ
物
も
た
く

さ
ん
食
べ
ま
し
た
が
、
私
は
砂
糖
が
け
の
イ

チ
ゴ
を
食
べ
て
い
て
歯
を
一
本
欠
け
さ
せ
て



広報にしおこっぺ（31）

し
ま
い
ま
し
た
！

私
が
参
加
し
て
い
る
「
お
こ
っ
ぺ
レ

デ
ィ
ー
ス
ド
リ
ー
ム
合
唱
団
」
も
ま
た

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。
ベ
ン
と

私
は
青
い
池
に
も
も
う
一
度
行
き
、
青

い
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
ま
し
た
。

池
は
雪
に
覆
わ
れ
て
い
て
あ
ま
り
青
く

見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
青
い
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
は
や
っ
ぱ
り
お
い
し
か
っ
た

で
す
。
さ
ら
に
少
し
足
を
延
ば
し
て
白

ひ
げ
の
滝
の
橋
ま
で
行
き
ま
し
た
。
美

し
い
滝
と
、
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
と
緑
が

混
ざ
っ
た
よ
う
な
川
の
色
に
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。

ベ
ン
と
私
は
、
北
海
道
で
ま
だ
行
っ

た
こ
と
が
な
か
っ
た
唯
一
の
地
域
︱
北

海
道
の
南
東
海
岸
︱
へ
も
ド
ラ
イ
ブ
旅

行
に
出
か
け
ま
し
た
。
偶
然
、
Ｓ
Ｏ
Ｒ

Ａ
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
を
見
つ
け
、
と
て

も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
日
本

で
一
番
風
の
強
い
場
所
と
し
て
知
ら
れ

る
襟
裳
岬
ま
で
行
き
ま
し
た
。
皮
肉
な

こ
と
に
、
そ
の
日
は
ま
っ
た
く
風
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
！　

し
か
し
、
襟
裳

の
景
色
と
海
岸
沿
い
の
ド
ラ
イ
ブ
は
本

当
に
素
晴
ら
し
く
、
た
く
さ
ん
の
滝
と

真
っ
青
な
海
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
北
海
道
の
海
岸
線
は
世
界
で
一
番

美
し
い
と
思
い
ま
す
。

私
は
こ
れ
か
ら
や
っ
て
く
る
春
の
花

の
大
き
な
開
花
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す

︱
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、
フ
ロ
ッ
ク

ス
、
ス
イ
セ
ン
、
そ
し
て
特
に
桜
で

す
。
４
月
に
は
ジ
ュ
ノ
ー
か
ら
友
人
が

訪
ね
て
く
る
予
定
で
、
ち
ょ
う
ど
桜
の

季
節
に
合
わ
せ
て
来
る
の
で
、
私
た
ち

は
松
前
ま
で
ド
ラ
イ
ブ
す
る
計
画
で

す
。
３
月
に
は
娘
の
エ
ミ
リ
ー
も
ま
た

遊
び
に
来
ま
す
。
彼
女
と
ベ
ン
は
大
阪

と
東
京
を
旅
行
す
る
予
定
で
、
任
天
堂

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
チ
ケ
ッ
ト
も
持
っ
て

い
ま
す
。
私
は
こ
の
夏
、
利
尻
島
と
礼

文
島
へ
も
旅
行
で
き
た
ら
い
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。

鳥
や
花
、
そ
し
て
春
が
待
っ
て
い
る

よ
う
に
、
ベ
ン
と
私
も
ま
た
待
っ
て
い

ま
す
。
私
た
ち
の
人
生
に
こ
れ
か
ら
数

か
月
の
う
ち
に
訪
れ
る
変
化
を
、
楽
し

み
と
少
し
の
寂
し
さ
を
抱
き
な
が
ら
待

っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
こ
で
の
時
間
も

終
わ
り
に
近
づ
き
、
７
月
の
終
わ
り
に

は
ア
ラ
ス
カ
へ
戻
る
計
画
が
進
み
始
め

て
い
ま
す

︱
と
て
も
複
雑
な
気
持
ち

で
す
。
す
で
に
航
空
券
も
購
入
し
ま
し

た
。
私
は
ジ
ュ
ノ
ー
で
は
な
く
、
息
子

が
住
ん
で
い
る
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
へ
戻

る
予
定
で
す
。
フ
ェ
ア
バ
ン
ク
ス
は
ジ

ュ
ノ
ー
か
ら
約
１
２
０
０
ｋｍ
北
に
あ
り

ま
す
。
家
族
や
孫
た
ち
は
皆
フ
ェ
ア
バ

ン
ク
ス
に
い
て
、
孫
た
ち
が
成
長
し
て

い
く
様
子
を
そ
ば
で
見
守
り
た
い
と
強

く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
夏

に
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
新
し
い
孫
に

も
、
ま
だ
会
え
て
い
ま
せ
ん
。

引
っ
越
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
フ
ェ

ア
バ
ン
ク
ス
で
は
新
し
い
仕
事
と
新
し

い
家
も
探
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
大
き

な
変
化
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
今
か
ら
す
で
に
、
ジ
ュ
ノ
ー
と
北
海

道
の
両
方
を
懐
か
し
く
思
い
始
め
て
い

ま
す
。

ま
る
で
つ
い
こ
の
間
こ
こ
に
来
た
ば

か
り
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
れ
な
の

に
、
あ
と
数
か
月
で
こ
こ
を
離
れ
る
時

が
来
ま
す
。
本
当
に
時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
。
で
も
、
こ
の
美
し
い
場

所
で
の
思
い
出
、
素
晴
ら
し
い
経
験
、

そ
し
て
こ
こ
で
出
会
っ
た
す
ば
ら
し
い

人
々
の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と

心
の
中
に
残
り
続
け
る
で
し
ょ
う
。

ハ
ッ
ピ
ー
・
ス
プ
リ
ン
グ
（
春
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
）
！
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人 の う ご き
（3月 31日現在）

〔12月 31日対比〕

人　　口	 　　９３２人	（− 4人）
　 男 	 ４７８人	（＋ 3人）
　 女 	 ４５４人	（− 7人）
世 帯 数	 ６２９戸	（− 2戸）

卒
業
ア
ル
バ
ム

卒
業
ア
ル
バ
ム
思い出の
一コマ

３月 13 日 ３月 13 日 西興部中学校西興部中学校

３月 24 日 ３月 24 日 西興部小学校西興部小学校

３月 27 日 ３月 27 日 つくし保育所つくし保育所


